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調査内容

本調査では、以下を実施することとする

# 主な活動 詳細

1 JICAとのキックオフミーティング a. 調査計画の立案
b. ステークホルダーの整理
c. 初期報告書作成

2 タイにおけるスタートアップ・エコシステムの概要 a. スタートアップ・エコシステムの現状
b. エコシステムの主要プレーヤー
c. タイのスタートアップ・エコシステムの国際的評価および課題

3 政府機関の役割および支援スキーム
（政府機関への聞き取り調査を含む）

a. 政府機関の現行政策
b. 提供されている支援プログラム
c. 規制サンドボックスの実施状況

4 日本の投資家および企業向け窓口の現状と運用状況
（政府機関への聞き取り調査を含む）

a. depa、NIA、BOI における日本向け窓口の機能、各機関の連携状況
b. depaとNIAにおけるJapan Desk設置の必要性、その潜在的な役割、提供サービス

5 大学発スタートアップ・エコシステムの予備調査
（NXPOおよび大学への聞き取り調査を含む）

a. NXPOをはじめとする政府の大学発スタートアップ支援政策
b. CU Enterprise、M Venturer、KMITL、KMUTT、タマサート大学のホールディングカンパニー運営

状況（5社中3社に聞き取り調査を実施）
c.        各大学の技術移転機関（TLO）の運用状況

6 タイの既存投資家に関する調査 a. 独立系ベンチャーキャピタル（VC）およびコーポレートベンチャーキャピタル（CVC）の投資動向
b. タイにおける日本企業および日系VCの投資状況

7 スタートアップ企業に関する調査 a. 各企業の現状
b. 日本企業、日本関連スタートアップ、日本人投資家との協業可能性

8 タイにおけるスタートアップ支援策および起業家育成に関する提言

9 最終成果物の作成 a. 最終プレゼンテーション
b. 報告書の最終化
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調査スケジュール

2026年1月 2026年2月 2026年3月

W1 W2 W3 W1 W2 W3 W4 W1 W2

1. JICAとのキックオフミーティング
a. 調査計画の立案
b. ステークホルダーの整理
c. 初期報告書作成

2. タイにおけるスタートアップ・エコシステムの
概要

a. スタートアップ・エコシステムの現状

b. エコシステムの主要プレーヤー

c. タイのスタートアップ・エコシステムの国
際的評価および課題

3. 政府機関の役割および支援スキーム

a. 政府機関の現行政策

b. 提供されている支援プログラム

c. 規制サンドボックスの実施状況

本調査は、以下のスケジュールに沿って実施している

プロジェクト実施スケジュール

報告会

項目番号は3ページ参照
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調査スケジュール

本調査は、以下のスケジュールに沿って実施している

2026年1月 2026年2月 2026年3月

W1 W2 W3 W1 W2 W3 W4 W1 W2

4. 日本の投資家および企業向け窓口の現状

と運用状況

a. depa、NIA、BOI における日本向け窓
口の機能、各機関の連携状況

b. depaとNIAにおけるJapan Desk設置

の必要性、その潜在的な役割、提供
サービス

5. 大学発スタートアップ・エコシステムの予備

調査

a. NXPOをはじめとする政府の大学発
スタートアップ支援政策

b. CU Enterprise、M Venturer、KMITL、
KMUTT、タマサート大学のホールディ
ングカンパニー運営状況

c. 各大学の技術移転機関（TLO）の運用
状況

プロジェクト実施スケジュール

報告会

項目番号は3ページ参照
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調査スケジュール

本調査は、以下のスケジュールに沿って実施している

2026年1月 2026年2月 2026年3月

W1 W2 W3 W1 W2 W3 W4 W1 W2

6. タイの既存投資家に関する調査

a. 独立系ベンチャーキャピタル（VC）

およびコーポレートベンチャーキャピタ
ル（CVC）の投資動向

b. タイにおける日本企業および日系VCの
投資状況

7. スタートアップ企業に関する調査

a. 各企業の現状

b. 日本企業、日本関連スタートアップ、
          日本人投資家との協業可能性

8. タイにおけるスタートアップ支援策および

起業家育成に関する提言

9. 最終成果物の作成

a. 最終プレゼンテーション
b. 報告書の最終化

プロジェクト実施スケジュール

報告会

項目番号は3ページ参照
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タイのスタートアップ・エコシステムにおけるステークホルダー

◼ タイのスタートアップに関わるステークホルダーは、以下のようにまとめられる

I. タイのスタートアップ・エコシステムの概要

民間

学術機関

政府機関

CVC

VC・PE

NIA

depa

NXPO

役割

• タイのコングロマリットは、企業イノベーションプログラムやCVC部
門を保有している

• これらの企業は、資金だけでなく戦略的パートナーシップ提供に
より、スタートアップ企業の事業拡大を支援している

• タイのVCやプライベートエクイティ（PE）の多くは、タイ国内だけで
なく、海外にも投資を行っている

• true INCUBE

• beacon venture capital 

など

• 500 TukTuk

• TED Fund

• OPEN SPACEなど

• NIAは主にアーリーステージやディープテック系のスタートアップ
を支援している一方で、depaはミドルからレイターステージのデジ

タル系スタートアップを支援しており、両機関はそれぞれの領域を
分けるようにしている

• depaとNIAは、助成金、株式投資、アクセラレーション支援を提供
している

• 国立高等教育科学研究イノベーション政策評議会（NXPO）は、高
等教育・科学・研究・イノベーション省傘下の独立行政機関である

• NXPOは、スタートアップ、IDE（イノベーション主導企業）、イノ

ベーション・エコシステム、そして起業家精神あふれる大学の育成
を担っている

• NXPOは、研究の事業化への共同投資を促進するため、大学の
ホールディングカンパニー制度を設立した

プレイヤー

大学

ホールディン
グカンパニー

• CU Enterprise

• KMIT Ladkrabang 

• TUIPなど

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURC作成
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タイのスタートアップ・エコシステムの国際的評価

◼ StartupBlinkによると、タイは世界ランキングで1つ順位を上げて53位となり、成長率は13%に達した。東南アジアでは、タイは4位を維持
している

◼ タイはフィンテックやAI投資において先進的な国の一つであるが、規制、地域競争、市場機会の不足が成長の阻害要因となっている

I. タイのスタートアップ・エコシステムの概要

シンガポール

日本

インドネシア

マレーシア

タイ

8

18

28

44

53

国 ランキング

◼ 金融の安定性
◼ 企業に有利な環境
◼ 税制優遇

◼ J-startupプログラム
◼ 優れたインフラ

◼ 大規模な市場
◼ 若く、才能豊かで、デジタルに

強い人材

◼ 政府支援
◼ 起業コストの低さ
◼ 人材と前向きなマインドセット

◼ フィンテック・AI・スマートシティ
分野での強み

◼ コスト競争力

強み

◼ 高コスト構造
◼ 市場規模の小ささ

◼ リスク回避的なマインドセット
◼ 英語力不足

◼ インフラ面のギャップ
◼ ガバナンスの弱さ
◼ 専門人材不足

◼ 規制および官僚的手続きの煩
雑さ

◼ 配当税・キャピタルゲイン税

◼ 税法および外国収入の取扱い
に関する制度変更の可能性

◼ 地域競争

課題

17

5

8

1

5

ユニコーンの
数

3,854

4,118

1,786

1,015

430*

スタートアッ
プの数*

（出所）StartupBlinkおよび各種データベースを基にMURCが作成

* スタートアップの数はStartupBlink の評価指標として用いられており、他の定義とは異なる場合がある
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課題と対策

◼ 現在示されている対策は、タイのスタートアップ・エコシステムにおける課題に対して、不十分である。政府によるインセンティブ強化が進め
ば、タイは東南アジアで最も魅力的なエコシステムの一つになり得る

◼ タイ独自の強みは、コスト効率の良さと市場成長性のバランスにある。シンガポールと比較すると運用コストが低いうえ、急成長する国内デ
ジタル経済にアクセスできるという利点がある

I. タイのスタートアップ・エコシステムの概要

市場

リソース

資金調達

制度

課題

◼ 大企業による市場支配

◼ 国際的なネットワークやサポート不足
◼ スタートアップと大学の連携不足

◼ 民間セクターと政府による初期資金不足
◼ インキュベーターとアクセラレーターの数の減少

◼ 複雑なプロセスと実装に伴う問題
◼ 時代遅れの規制
◼ 投資家の投資構造の制約

◼ メンターや成功した起業家不足
◼ 外国人によるタイでの起業における障壁の高さ
◼ タイにおけるグローバルなマインドセットの欠如

人材

対策

◼ より多くの外国投資を誘致するため、タイ政府はすでに
ベンチャーキャピタルに対する減税を導入し、投資への
インセンティブを提供している

◼ NIAは、複数の主要産業におけるイノベーション拠点とし
て、戦略的スタートアップ・エコシステムを推進することで、
外国投資を誘致している

◼ タイ科学研究・イノベーション機構（TSRI）は、科学・技
術・研究・イノベーションの取り組みを各分野に統合する
国家戦略を策定している

◼ 新たなアイデアや概念実証プロジェクトを効果的に検証
できるよう、 NIA、証券取引委員会（SEC）、タイ中央銀
行（BOT）などの機関によって規制サンドボックスも導入
されている

◼ 高技能人材向けのビザ拡大
◼ 各種規制の緩和検討
◼ 投資を誘致するための投資促進策、国際共同研究、国

際メンタリングプログラムの推進（例：日本との協力）

（出所） 政府機関およびスタートアップへの聞き取り調査を基にMURCが作成
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概要：政府機関の現在の政策

◼ 以下の表は、各政府機関がどのようにタイのスタートアップ・エコシステムを支援しているかを、支援分野、支援プログラム、スタートアップ
の成長段階ごとにまとめたものである

II.政府機関の役割と支援制度

機関 支援分野

支援の種類 対象
スタートアップ

ステージ
資金提供

成長
プログラム 

投資家マッチング 株式投資 その他支援

MHESI

（高等教育・
科学 ・
研究・

イノベーション
省）

NIA 
◼ イノベーション
◼ ディープテック
◼ AI

◼ グリーンテック
◼ フィンテック
◼ 国家的エコシステム開発

○ ○ ○
× 

株式投資なし

国際的なパート
ナー連携、技術実

証環境提供

アーリーステージ
→ 成長ステージ

TED Fund ◼ 技術・イノベーション系スタートアップ
◼ 学生・研究者によるスタートアップ設立
◼ 初期段階の事業化

○ ○ 

△ 

主に市場アクセス目的
のマッチング

× 

株式投資なし
試作品テスト費用、
認証費用の補助

アイデア創出
→ アーリーステージ

NXPO
◼ ディープテックと国家科学技術政策
◼ ナノテクノロジー（医療、グリーンエネル

ギー、農業技術、ナノセーフティ）
◼ 気候テックのニーズ評価
◼ 大学・研究ネットワーク構築

△ 

スタートアップへの直
接支援はないが、
PMU経由で支援

△
政策レベル
のみだが、
PMU経由で

支援

△
政策レベルのみだが、

PMU経由で支援

× 

株式投資なし

国家研究開発ロー
ドマップ、TNA（技
術ニーズ評価）、

国際協力

アイデア創出
→ アーリーステージ

（研究主導型、ディープ
テック重視）

MDES

（デジタル経済
社会省）

depa 
◼ デジタル系スタートアップ
◼ デジタルエコシステム構築
◼ 大学ネットワーク
◼ アクセラレーター連携

△ 

選定されたデジタル
案件の部分支援

○
△

投資家との直接的な
マッチングは行わない

○
デジタルスキル、
大学エコシステム

開発

アーリーステージ
→ 成長ステージ

（デジタル領域限定）

首相府
BOI ◼ ターゲット産業への投資支援（EV、エレク

トロニクス、バイオテクノロジー、デジタル、
防衛）

△ 

VCを持つ企業のみ
マッチング

× 

インキュベー
ションなし

△
 ごく軽微なファシリ

テーションのみ

× 

株式投資なし
税制優遇措置、

スマートビザ

成長ステージ
（VC出資済みスタート

アップ）

MOF

（財務省）

SEC
◼ デジタル資産規制
◼ サンドボックス（BOTとの連携）

△ 

資金調達ルートの
制度整備

× 

インキュベー
ションなし

△
直接的なマッチングは

行わない

× 

株式投資なし
トークン化制度

成長ステージ（Web3 ・
ライセンス取得段階に
あるFinTechスタート

アップ）

（出所）各種公式ウェブサイトを基に MURCが作成
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タイのスタートアップ成功を支える要因に関する政府の視点

◼ タイにおけるスタートアップの成功を形作る主な要因は次のとおりである

II.政府機関の役割と支援制度

主な推進要因

資金調達力、パートナー連携、人材、セクターの整合性が融合することで
タイのスタートアップの成長を可能にする基盤が形成されている

◼ 資金調達
 

スタートアップは、アー
リーステージにおける
十分な資金と、明確な
資金調達ルートを確保
することで成長する

◼ 強固なパートナー
シップ

大企業、CVC、グロー
バル・アクセラレー
ターとの連携が、ス
タートアップの事業拡
大を加速させる

◼ スキルと人的能力

持続的な成長には、
ビジネススキル、技術
スキル、起業家精神
を備えた人材育成が
不可欠である

◼ 高成長セクターとの
整合性

政府が優先する成長
産業と一致した領域で
事業展開するスタート
アップは、より速い成
功を収める傾向が
ある

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイにおけるスタートアップ成功パターン

◼ 成功しているタイのスタートアップには、市場参入から成長までの間に共通したパターンが見られる

II.政府機関の役割と支援制度

成功するスタートアップのパターン

パターン1：国内市場での強みを活かし、ASEANへ拡大

タイで成功するスタートアップは、まず国内市場で強固な顧客基盤を築くことが多い。特にフィンテックやeコマース
分野では、タイの大規模なユーザーベースと高い購買力を活かして急成長する傾向がある。国内で事業を確立し
た後、その成功をASEAN諸国へ横展開していく

例：TrueMoneyはタイでの事業拡大を経てASEAN各国へ進出し、5,000万人以上のユーザーにサービスを提供
するまでに成長した

パターン2：国家レベルの社会課題解決

急成長するスタートアップの多くは、タイ国内の消費者や企業が抱える「リアルな課題」に応えることに注力して
いる。特にデジタル決済、物流、ヘルスケア、モビリティといった分野は需要が大きいにもかかわらず十分なサー
ビスが提供されていないため、大きな成長余地がある

例：Flash Expressは、タイの急速なeコマース拡大を背景にラストマイル配送の課題を解決し、タイ初の物流ユ
ニコーン企業へと成長した

パターン3：国の支援プログラムと大企業との連携による成長

政府主導のインキュベーターやアクセラレータープログラムを経て、大企業や国際機関との連携を進めるスタート
アップは、より急速に成長する傾向がある。特にフィンテックやヘルステックのように複数セクターの協力が不可欠
な分野で、その効果が顕著に表れている

例：2C2Pは、政府支援の決済サンドボックスを活用して事業を拡大し、さらに国際的な企業連携を進めることで急
速に成長し、地域の決済ゲートウェイへと発展した

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成
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タイのスタートアップが直面する主要課題に関する政府の視点
II.政府機関の役割と支援制度

タイのスタートアップが直面する主要課題

◼ アーリーステージ
の資金不足

◼ 人材不足とスキル
ギャップ

◼ 規制面の制約と
政策実行の遅さ

◼ 国内市場の小ささ
とグローバル志向
の欠如

◼ マッチングインフラ
の弱さ

タイのスタートアップ・エコシステムは、資金不足や人材不足、規制対応の遅れ、国内市場の小ささ、
支援体制の脆弱さといった要因が重なり、スケールアップを難しくしている

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成

シードからシリーズAへ

の資金調達には大きな

ギャップがあり、CVCへ

の過度な依存が、アー

リーステージのスタート

アップにとって資金調達

を困難にしている

熟練した人材、デジタ

ルスキル、ビジネスの

専門知識が不足して

いる

スタートアップの創業者

は、政府、顧客、地域

社会とのコミュニケー

ションに必要なスキル

を持ち合わせていない

場合が多い

規制サンドボックスは

存在するものの、各セ

クターで広く採用され

ているわけではない

多くの政府機関は、新

たなテクノロジーに合

わせて規制を調整す

る準備や意欲に欠け

ている

起業家は依然として

国内市場に焦点を当

てている

グローバル展開への

意識の欠如および国

際的経験の不足が課

題として指摘されて

いる

スタートアップと投資

家を結びつける仕組

みが十分に整ってい

ないため、多くの投資

機会が失われている

Confidential
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日本の投資家および企業向け窓口

◼ 以下は、タイに進出する外国および日本企業向けの、政府機関別主要窓口一覧である

III.日本企業・投資家向け窓口の現状と運営状況

機関 問い合わせ可能性 連絡先の詳細 備考

NIA

〇
海外およびスタートアップ・エコシステ
ム関連の問い合わせのための明確な

窓口あり

• 一般問い合わせメール: info@nia.or.th
NIAはStartup Thailand Centerを通じて
国際的なスタートアップや投資家を積極
的に支援

• Startup Thailand Center（海外向け）メール: 

startup@nia.co.th

TED Fund
△ 

一般窓口のみ
外国人投資家向けの専用窓口なし

• メール: tedinfo@mhesi.go.th 主にスタートアップの資金調達申請者向
けで、外国投資家向け部門はない• 電話: 02-333-3700 内線: 4072–4075 

NXPO
△ 

国際協力部門はあるが
直接窓口は公開されていない

• 公式の活動・役割として「国際政策パート
ナーシップ部門」について言及あり
メール: info@nxpo.or.th

政策レベルの国際協力には適しているが、
投資家向けの明確な窓口はない

depa
〇

外国企業向けに複数の連絡手段あり

• 公式問い合わせメール: 

depaThailand@depa.or.th 

外国企業に対応する窓口、部署が複数
あり

• デジタルプラットフォーム部門（外国企業対
応）: dsp@depa.or.th 

• 海外地域拠点（例：米国）: dso-

us@depa.or.th, dne-cn@depa.or.th 

BOI
〇

タイで最も強力な
外国投資家向け支援体制

• BOI OSOS (One Start One Stop 

Investment Center): https://osos.boi.go.th BOI は外国直接投資の主要な公式窓口

• 外国投資家向けメール: head@boi.go.th 

SEC
△ 

規制一般の窓口のみ
外国投資家向け特別窓口なし

• 英語のデジタル資産事業紹介ページあり
メール: saraban@sec.or.th

SECは規制当局であり、外国投資家の
支援を目的とした機関ではないため、一
般的な問い合わせのみ受け付け

（出所）各種情報を基にMURCが作成

Confidential
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日本向け窓口に関連する各機関の概要
III.日本企業・投資家向け窓口の現状と運営状況

項目 NIA depa BOI

日本へのスタンス 有効なコンタクトポイント
連携強化のためのプラット
フォーム

強固な投資家基盤と技術移転
体制を保有

最も必要とされる機能 高度なスキルを持つ人材支援 アクセラレータープログラム サンドボックスの成功事例

期待される役割
投資、ビジネスマッチング、
共同イノベーション

メンタリング、展示会、
日本向け市場参入支援

資金調達の促進、技術移転、
市場マッチング

注力分野
ヘルステック、農業、バイオテ
クノロジー、水素

デジタル技術、クリーンテック、
EV、モビリティ

農業、高付加価値食品、ロボ
ティクス、AI、医療、循環型
経済

課題
資金調達の難しさ、投資家と
起業家のマッチング不足

投資家と起業家双方からの露
出・認知不足

条件を満たすスタートアップの
不足、民間との適切な連携不
足

（出所）各種情報およびヒアリングを基にMURCが作成

Confidential

◼ 以下は、日本企業・投資家との連携に関する NIA／depa／BOI の位置づけを整理したものである
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大学発スタートアップ・エコシステムの概要

◼ タイの大学発スタートアップ・エコシステムは、研究成果や知的財産（IP）をディープテック・スタートアップへと転換する仕組みを形成してお
り、大学・国家イノベーション機関・産業パートナーの連携によって支えられている

構成要素 概要

1. 技術移転とIP管理（TTO/TLO）
大学IPの管理、事業化可能性の評価、技術のスクリーニング、ライセンス交渉、研究
と産業界の連携

2. イノベーションハブとインキュベーションプログラム
学生と研究者向けに、コーチング、事業開発、メンタリング、スタートアップ研修、起業
スキルの提供

3. 大学ホールディングカンパニー
大学の投資・事業化部門として、スピンオフ企業への出資やJV運営、ディープテック系
スタートアップの設立および成長促進

4. 資金調達と資本アクセス
Proof-of-Concept（PoC）助成金、大学のシード資金、政府の研究開発資金、マッチン
グファンド、共同投資、VC／エンジェル投資家とのネットワーク提供

5. 研究インフラと試験施設
ラボ、パイロットプラント、試作設備、サイエンスパークなどの提供を通した、技術の検
証と事業規模拡大支援

6. 人材育成と起業家精神育成
スタートアップコース、イノベーションプログラム、ハッカソン、研究者の起業スキル育
成推進

7. 産業界との連携と市場連携
産学連携による共同開発、パイロットテスト、規制サンドボックス、大学発技術の市場
導入促進

8. 国家イノベーション機関の支援
MHESI（NIA・TED・NXPO）、NSTDA、depaなどを通じた研究資金、規制支援、インフ
ラ提供および大学との連携強化

（出所）各大学および政府機関の公式ウェブサイトを基にMURCが作成

IV. 大学発スタートアップ・エコシステムに関する予備調査

Confidential
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タイにおける大学発スタートアップ成功の鍵

◼ タイにおける大学発スタートアップの成功を形作る主な要因は以下のとおりである

IV. 大学発スタートアップ・エコシステムに関する予備調査

主な成功要因

◼ 研究領域の強みと連動し
たディープテック特化

トップクラスの大学は、AI、
先端材料、バイオテクノロ
ジーといったディープテック
分野に特化しており、学術研
究の強みを直接活かして成
功している

タイの大学発スタートアップは、ディープテック研究の強みと、多様な資金調達、強いリーダーシップによる支援、
明確なガバナンスを組み合わせることで成功を収めている

◼ 多様な資金源と国の支援
プログラム

NIAや産業界との連携など、
複数の外部資金にアクセス
できる大学は、研究開発 → 

市場化（R&D-to-Market） の
移行がスムーズで、ディープ
テック系アクセラレーターの
育成も加速できる

◼ 大学理事会や経営層によ
る積極的な支援

大学の理事会や経営層が強
く支援する大学は、リソース
の迅速な活用、意思決定の
スピード、事業化判断の迅
速化が可能となり、成功確
率が高まる

◼ 透明性のあるガバナンス、
IP管理、評価基準の整備

成功している大学では、IP管
理、ライセンス運用、評価委
員会による決裁プロセスな
どのガバナンスが明確で、ス
ピンオフ企業の誕生と成長
を体系的に支えている

出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイで成功する大学発スタートアップの成長ステップ

◼ タイの大学発スタートアップは、市場参入からスケールに至るまで、いくつかの共通した成長ステップをたどる傾向がある

IV. 大学発スタートアップ・エコシステムに関する予備調査

タイで成功する大学発スタートアップの典型的な成長ステップ

ステップ1： ディープテック研究 → 概念実証 (PoC)

◼ 成功する大学発スタートアップは、バイオテック、ロボティクス、フードテック、先端材料、AIといったディープサイ
エンスとテクノロジーの研究から始まる

◼ その後、タイの大企業が、顧客探索を通じて研究者の技術の実現可能性を検証し、研究課題を実際の市場
ニーズに合わせて洗練することで支援する

（出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

ステップ2： インキュベーション → アクセラレーション→ IPと資金調達準備

◼ 成功する大学は、明確に定義された、インキュベーションからアクセラレーションまでのパイプラインを運用して
いる

◼ これには、プロトタイプの改良、市場テスト、IP登録、事業化に向けたトレーニング、多様な資金源へのアクセス
が含まれる

ステップ3： スピンオフ設立 → 投資家マッチング → グローバル展開

◼ 技術が検証され承認されると、チームは正式なスピンオフを設立し、国内のイノベーションネットワークを通じて
投資家とつながり、市場に参入する

◼ その後、グローバルアクセラレーターやシンガポール、香港、日本、韓国などの海外拠点との連携を通じ、国際
展開と規制対応の準備を進める

Confidential
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タイにおける大学発スタートアップが直面する主な課題

◼ タイにおける大学発スタートアップが直面する主な課題として以下が挙げられる

IV. 大学発スタートアップ・エコシステムに関する予備調査

タイの大学発スタートアップが直面する主な課題

◼ 事業化およびIP管
理の限界

IPライセンス手続きや

スピンオフ設立プロセス
が遅く複雑

研究成果を市場性のあ
る製品へと転換する能
力が不足

◼ ビジネススキルと
ディープテック事業
化スキルの不足

研究者や学生の技術
的専門知識は高い一方、
ビジネス、市場、事業開
発、製品開発のスキル
が不足

◼ 資金および投資家
の準備不足

大学や政府による

シード資金が依然とし
て不十分

投資家向けの資料作成
や投資家対応能力が
弱く、投資家の評価基
準に達しないケースが
多い

◼ 大学の支援体制の
断片化

TLO、インキュベーター、

アクセラレーター、大学
ホールディングカンパ
ニーは、それぞれ独立
して運営され、連携が
弱い

産業界とのネットワーク、
実証実験、事業化ルー
トとの接続が不十分

◼ 規制や行政上の
制約

大学や政府の調達プロ
セスや出資規制が機敏
性を低下させている

ディープテック領域では
厳しい規制要件に直面
することで、市場参入が
遅れる

タイの大学発スタートアップは、構造的および能力的なギャップにより、
事業化、投資獲得、市場展開の段階で成長が阻害され続けている

（出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイの既存投資家の特徴
V. タイの既存投資家に関する調査

ベンチャーキャピタル
（VC）

コーポレート
ベンチャーキャピタル
（CVC）

日本の
投資家

◼長年タイに拠点を構えてきた日本企業は、スタートアップ投資を通じて新たな成長
機会を模索している

◼特に小売、ディープテック、デジタルイノベーション分野では、タイの有望なスタート
アップから次世代の技術革新やビジネス革新が生まれる可能性があると見込む企
業もあり、今後の協業余地が存在する

◼スタートアップ投資の拡大を背景に、SET 50企業のほぼすべてがCVCを設立、
またはグループ内に投資部門を有している

◼投資対象は各企業の主力事業に関連する分野が中心だが、一部の企業は既存の
枠組みにとらわれず、主力事業領域以外への挑戦的な投資にも積極的に取り組ん
でいる

◼VCはタイのスタートアップ・エコシステムの中心的存在であり、平均投資額は一件
あたり約300万～400万米ドルと安定している

◼現時点で最も活発なVCは、500 Tuktuk、Ardents、Exparaなどである

タイの既存投資家の特徴

Confidential

◼ タイの既存投資家の特徴は以下のとおりである

◼ タイ国内における投資には特に慎重な傾向が見られ、投資家層も比較的若い点が特徴である
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タイの既存投資家が直面する主な課題
V.タイの既存投資家に関する調査

VCやCVCにとっては、投資サイクルを維持するための流動性が不足しており、スタートアップへの投資を
検討する企業にとっても、コミットメントの欠如やミスマッチが潜在的な投資機会を阻害している

エグジットおよび流動性
の欠如

マッチングの不適合

成長志向に欠ける
マインドセット

◼ 多くの企業や投資家は、タイの起業家が早い段階で成長の限界に直面し、販売を国内市場に限定したり、
大企業による買収を最終的な成果とみなす傾向がある点を課題として指摘している

◼ 真のコミットメントや長期的なビジョンが欠けている場合、投資家は持続的な成長や市場拡大の可能性を
見いだせないため、スタートアップから撤退する傾向がある

◼ 政府機関や企業によるイベントは頻繁に開催されているものの、多くの投資家、特に事業会社側からは、
スタートアップと企業がこうした場を通じて十分なマッチングを実現できていないとの指摘がある

◼ この課題に対応するため、資金力のある一部の企業は「リバースピッチ」方式を取り入れ、自社のニーズ
や課題をスタートアップに直接提示する取り組みを始めている

◼ タイにおけるCVCおよびVCにとって最も深刻な課題の一つは、実現可能なエグジット機会の不足、さらに
は市場全体における流動性の欠如である。これにより、投資家はスタートアップをIPOへと導くことが難しく、
株式を売却して新規事業へ再投資する能力が制限される

◼ タイ国内のエグジット経路は依然として大きな制約があり、多くのタイのスタートアップが海外での上場を模
索する状況にある。その結果、国内エコシステムから潜在的な価値が流出する事態を招いている

タイにおいて既存投資家が直面する主な課題

Confidential
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タイのユニコーン企業

以下は、タイのユニコーン企業の一覧である

企業名 創業年 業種 ステージ 主要投資家

1. Flash 

Express
2017年 物流 シリーズF（ユニコーン）

Banyan Ventures, Global PTT, Krungsri Finnovate, 

SCB 10X

2. Ascend 

Money
2013年 フィンテック シリーズD（ユニコーン）

CP Group, Ant Group, Bow Wave Capital 

Management, 三菱UFJ銀行、Krungsri Finnovate

3. Bitkub 2018年 フィンテック
シリーズA（ユニコーン）
IPO準備中

Dtac Accelerate, Siam Rath Group, SeaX Ventures, 

Asphere Innovations

4. LINE MAN 

Wongnai

2018年
(Wongnaiは
2010年)

eコマース
シリーズB（ユニコーン）
IPO準備中

リクルートストラテジックパートナーズ、InVent, GIC, 

LINE, BRV Capital Management, PTT Oil and Retail 

Business, Bualuang Ventures, Taiwan Mobile

5. Omise 2013年 フィンテック シリーズC+（ユニコーン）
East Ventures, 500 Tuktuks, True, SBI インベストメン
ト、Ascend Money, Krungsri Finnovate、三井住友銀行、
三菱UFJ銀行

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURCが作成

Confidential

VI. スタートアップ企業の調査
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タイのスタートアップにみられる主要な成功要因
VI.スタートアップ企業の調査

パートナーシップ

戦略

◼ 政府および規制当局との連携

⚫ 政府機関と協働し、基準や規制の策定に関与することで、明確な規制環境を整備し、確実な成長を実現できる基盤を構築

⚫ タイ中央銀行（BoT）との緊密な連携を通して、新技術の方向性を示すとともに規制議論に影響を与え、スタートアップの視

点を反映させつつ、イノベーションを阻害する法的障害を回避しながらコンプライアンスを維持

◼ 信頼性のための戦略的提携

⚫ 株式、デリバティブ取引、投資顧問業務を専門とするタイの大手証券会社との提携により、投資家に対して暗号資産と従来

型資産の違いを教育し、信頼性と市場理解を強化

⚫ タイ高等教育・科学・研究・イノベーション省傘下の政府研究機関であるNSTDA（国立科学技術開発庁）と協力し、病院向け

ブロックチェーンネットワークを構築することで、ヘルスケア分野でのイノベーションに対する信頼性向上に寄与

◼ 市場認知度と社会への影響

⚫ タイ国政府観光庁との連携により、認知度と導入促進を強化

⚫ 保健省およびバンコク都庁と協力し、公衆衛生および廃棄物管理の取り組みに整合

⚫ 政府の「Kon La Krueng（コン・ラ・クルン）」共同支払い制度（国民数百万人を対象に購入代金の半額を補助する全国的な

経済刺激策）に参加し、タイ市場のニーズに合わせたサービス提供実施

エコシステム

構築

◼ 主力事業を超えたポジショニング
⚫ イノベーションと協業のハブとして会社を位置付け、タイのスタートアップ環境における影響力を拡大
⚫ ユニコーン企業の創業者や新進気鋭の起業家を結集し、ネットワークと知識共有を強化することで、エコシステムを積極的に

育成

◼ 教育とコミュニティ形成
⚫ 初心者から上級者までを対象に、暗号資産やブロックチェーンに関するコースを提供するアカデミーを設立
⚫ 学習者がネットワークを広げ、交流し、コミュニティ全体と協働できる機会を創出
⚫ 知識と協働の両方を強化し、リーダー的存在としての役割を確立

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential



25 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

タイのスタートアップが直面する課題概要
VI.スタートアップ企業の調査

規制の不確実性と

政府支援の不足

◼ 限られた支援
⚫ 政府はリスク回避的な傾向があるため、他国と比較する

とスタートアップへの直接的な支援が少ない

◼ 規制上の障壁
⚫ タイの法律は大企業に有利で、初期段階のスタートアップ

には不利に働きがち

◼ 不明確なガイダンス
⚫ 金融セクターでは、創業初期にSEC（証券取引委員会）

からの明確な指針がなく、後々コンプライアンス上の課題
発生

◼ 事業運営の複雑さ
⚫ フィンテックのような規制の厳しい業界では、重大な法的

ハードルが存在する。規制は消費者保護や金融の安定
を確保する一方で、事業運営コストを増加させ、イノベー
ションの進展を遅らせる一因

国際展開

◼ 成功モデル再現の難しさ
⚫ タイ国内で成功したビジネスモデルを、他のASEAN諸国

で収益化することは困難

◼ 規制上の障壁
⚫ 周辺国の金融規制の厳しさが、市場投入スピードを低下

させ、コンプライアンスコストを押し上げている

◼ 市場規模の制約
⚫ タイ市場への過度な集中により、スタートアップのユー

ザーベースがインドネシアなどの大規模市場と比較して
相対的に小さくなり、事業拡張性に制約が生じている

◼ 規制の明確化の推進

⚫ 省庁内にスタートアップ向けの専任チームを設置し、明

確で一貫したガイダンスを提供

⚫ これらの部署は直接の窓口として機能し、スタートアップ

が担当官に容易にアクセスし、面談を設定し、タイムリー

な規制支援を受けられるようにする

⚫ 特にフィンテックやデジタル分野において、スタートアップ

向けに簡素化された規制ロードマップを公開する

◼ エコシステム連携の強化

⚫ 政府機関主導のもと、スタートアップの意見を集約する

ワーキンググループを設立し、規制改善の提案を政策決

定者に届ける仕組みを整備

⚫ この取り組みにより、スタートアップの声が政策に反映さ

れやすくなり、提言力が高まり、より迅速で支援的な規制

環境の形成が進む

◼ グローバルなマインドセットの育成
⚫ 政府機関は、スタートアップ企業が創業初期から海外展

開を前提にした製品やサービスを設計できるよう教育プ
ログラムを提供

◼ 政府による信頼性向上の支援
⚫ 政府機関からの公式な推薦は、新規市場に参入するス

タートアップにとって信用を得るうえで強力な後押しとなり
得る

⚫ このような認知は信頼性を高め、潜在的なパートナーや
顧客に安心感を与え、導入スピードの加速につながる

課題 解決策

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成
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タイのスタートアップが直面する課題概要
VI.スタートアップ企業の調査

国内投資の不足と

資金調達の難しさ

◼ 未成熟な投資文化
⚫ タイのスタートアップ文化はまだ発展途上であり、VCやエ

ンジェル投資家の参加も限定的

◼ リスク回避傾向
⚫ タイの企業や個人投資家の多くは安定した収益を重視し、
    成功が証明されるまで早期段階の投資に消極的

◼ 資金調達の壁
⚫ スタートアップは、高いリスク認識、実績不足、規制の複

雑さといった要因により資金獲得に苦戦している。特に
フィンテック分野では、デジタル決済市場が未成熟で収益
性も不透明なため、投資家の慎重姿勢が顕著

◼ 事業運営上の負担
⚫ 顧客を獲得するためには、長期的な研究開発投資が必

要となるケースが多く、前払いがないため初期段階の企
業にとっては資金繰りが厳しくなり、事業継続性や成長ス
ピードに制約が生じる

スタートアップの

エグジット

◼ IPOの障壁
⚫ タイ証券取引所への上場は、SEC（証券取引委員会）の

厳格な要件を満たす必要があり、強固な内部統制システ
ムの構築が求められる。上場準備には通常2〜5年の期
間を要すため、スタートアップにとってハードルとなる

◼ 市場の流動性不足
⚫ タイの資本市場は、香港などの地域ハブ市場に比べて流

動性が低く、国内でのエグジットの魅力が低い。その結果、
ユニコーン企業は、タイでの上場計画を一時停止し、他の
市場でのIPOを模索している

◼ 政策および規制面での支援

⚫ 初期段階のスタートアップ投資に対する税制優遇措置や
税控除を導入することで投資促進を図る

⚫ フィンテックやデジタル関連スタートアップに対する規制
手続きを簡素化し、参入障壁を低減する

◼ 資金面での支援

⚫ スタートアップの初期費用負担を軽減するため、事業初
期の導入フェーズにおいて補助金またはコスト分担制度
を提供する

⚫ 大学が研究者の給与をカバーする仕組みに類似した資
金制度を導入し、スタートアップの初期段階における人
件費を支援する。初期段階の給与支援を行うことで、ス
タートアップの財務的負担軽減やチームの安定性確保
が可能になり、目先の資金繰りのプレッシャーではなく、
イノベーションや事業化に集中できるようになる

◼ キャパシティ・ビルディング（能力強化プログラム）
⚫ スタートアップが早期に内部統制システムやガバナンス

を整備できるよう、研修やアドバイザリーサービスを提供
することにより、従来2〜5年かかる上場準備期間を短縮
し、成長加速を可能にする

◼ 市場流動性の向上
⚫ タイのスタートアップ市場に積極的に参加する機関投資

家に対し、税制優遇措置や補助金を導入することで投資
参加を促進し、市場全体の活性化につなげる

⚫ タイに拠点を維持しながら、香港やシンガポールなど流
動性の高い市場との二重上場を可能にする制度を整備
する

課題 解決策

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成
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日本企業との協業

タイのスタートアップ企業にとって、日本は重要な市場であり、福岡市などの自治体や日本企業との連携がすでに進められている

VI.スタートアップ企業の調査

スタートアップ企業は、政府支援のアクセラレータープログラム、本社との直接的なつながり、信頼性を高める承認を
活用することで、日本企業との連携を一層深めることができる

◼ 日本本社への直接アクセスの強化

スタートアップが日本との協業をさらに発展させる方法

◼ 日本市場への参入を支援するアクセラレーター・
プログラム

日本本社との連携支援

◼ 多くのスタートアップは 日本
企業の現地支社止まりで、
本社レベルの意思決定者
につながれないという課題
を抱えている。日本本社と
直接つながるための支援が
あれば、パートナーシップの
機会が大幅に広がる可能
性がある

政府による後押し

◼ 日本企業は、協業や提携の
前に、実際の成功事例や実
証結果を求める傾向が強い。
政府機関からの公式な支援、
推薦、認証は、スタートアッ
プにとって強力な信頼性の
証となり、日本企業からの評
価や関心を高める効果が
ある

マインドセットの転換

◼ 政府機関がアクセラレーター
プログラムを支援・拡充する
ことで、スタートアップの日本
市場への参入と事業拡大を
後押しすることができる。こ
れらのプログラムは、スター
トアップに対して市場理解を
深める大きな機会を提供し、
日本企業との連携や事業展
開を加速させる基盤となる

日本的ビジネス文化への適応

◼ スタートアップは、日本のビ
ジネス文化で高く評価されて
いる協働経験を積極的に育
むことが重要である。こうし
た経験を積むことで、日本市
場での信頼構築と成功への
可能性を大幅に高めること
ができる

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成
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JICAが実施できる具体的な取り組みの概要

調査結果を踏まえ、JICAが実施することのできる具体的な取り組みを以下のとおり整理した

課題 実施できる取り組み

◼ シードからシリーズAに至る資金調達ギャップを解消する手段

の不足

◼ 流動性不足とエグジットへの消極姿勢からなる投資家参入

不安

◼ 不適切なマッチングは、スタートアップ・エコシステムにおける

主要な阻害要因の一つである

◼ スタートアップと投資家の双方において、最適な協業相手を

見出すことが大きな課題となっている

◼ JICAを窓口かつ共同機能として確立し、スタートアップ支援

の一元化と効率化を図る

⚫ 政府間の共同枠組みを強化することで、日・シンガポー

ル・タイの三国間協力のような取り組みを推進する

◼ タイの起業家に多い国内市場志向を変え、域内や国際市場

を標準とした拡張志向を育成する

⚫ プロジェクトNINJA（Next Innovation with Japan）として既

に進行している施策との連携深化

◼ 開発金融機関と連携し投資を誘致するための選択肢として、

エクイティ・マッチングやファンド・オブ・ファンズ（FoF）の導入

を検討する

◼ エグジット戦略の一環として、東京証券取引所と協業する

◼ セクター別に特化したマッチングイベントを開催し、日本企業

が「リバースピッチング」を行える場を設ける

◼ ピッチイベントを認知度向上の場として活用することは有効だ

が、優れたスタートアップを見極めるには、その後に取るべき

具体的なアクションを明確にする必要がある

◼ 公的機関からの断片的な支援および認知度不足

◼ 各省庁間の横断的な連携の不足

◼ 当該分野における専門人材とスタートアップの成長を支える

リソースの不足

◼ 起業家の内向き志向とグローバル展開への野心欠如
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窓口として行える取り組み

日本側ではJICAを、タイ側ではNIAを中心的な連絡拠点として機能させることで、タイと日本のスタートアップ協力を強化できる

JICA = NIA の連携

政府機関政府機関

大学 大学

◼ タイで策定中の
Startup Act（スタート
アップ法案）では、
NIAがスタートアップ

関連の問い合わせに
対するワンストップ窓
口となることが想定さ
れる

◼ これに合わせて日本
側では JICAが対応
窓口となり、両国の官
公庁・大学・支援機関
同士の接続を担うこと
が考えられる

Thailand

4.0

窓口機能の
統合

◼ JICAがコミュニケーション・調達・報告プロセスを一元化
することで、パートナーが複雑な官僚的手続きを経ずに
協力できる環境を整備する

知見の集約
◼ JICAが、過去のプロジェクトから得られた知見を蓄積し、

新規プロジェクトに即座に反映することで、「毎回ゼロか
ら作り直す」状況を防ぐ役割を担う

運用面の
相乗効果

◼ 日本側・タイ側・関係機関の技術標準や手続きの整合
性をJICAが調整し、余計なコストや時間を削減すること
で、プロジェクトの実行速度と効率性向上につなげる
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起業家育成に関する取り組み

起業家精神の成熟不足に対処するため、市場関係者や各種政府機関と連携し、起業家のマインドセット転換に向けた取り組みを推進する

グローバル規模での起業家育成

統合型エコシステムの構築：

3つの市場を一つのスタート
アップ成長回廊に統合する

収益化プロセスの高度化：

補助金中心の従来型から、
東京証券取引所などの高度
なエグジットへつなげる戦略
に転換

地域成長のための戦略的資産統合

国内に限定された
個別プロジェクト

戦略的資産の
一体化

単発的な成功事例として
認識されているプロジェクト

地域ネットワークにおける
戦略的資産の統合と拠点化

日本・シンガポール・タイ
の三国間における

事業展開可能性の検証

タイ発ソリューションの
日本への輸出

政府間連携の枠組み
強化による価値創出

スタートアップと連携す
る企業の絞り込み

地域展開を前提とした事
業計画：JICAが関与する

すべてのプロジェクトにお
いて、初期段階から域内
展開を前提とする

逆流型イノベーション： 技
術の飽和状態を打破する
ために、タイ発のソリュー
ションを育成し、日本市場
に展開する取り組みを進
める

政策の同期：

日本、シンガポール、タイ
の間で共通のルールを確
立することで、産業標準、
データプライバシー、労働
力移動に関する「ワンス
トップ窓口」を形成する

スタートアップの目標：日本
の多国籍企業の、Tier 1ま
たはTier 2サプライヤーに
なる

企業目標：外部テクノロ
ジーを取り入れることで、中
核事業の近代化を進める
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資金調達と出口戦略の模索

投資家の信頼不足、流動性の低さ、エグジット機会の限定といった課題を解消するため、JICAは投資家・開発金融機関（DFI）・スタートアップ
の仲介役として機能し、東京証券取引所またはタイ証券取引所での出口戦略を模索できる

仲介役としてのJICA

◼ エクイティマッチング：JICAが「共同投

資パートナー」として機能する。民間

VCやDFI がProject NINJAのスタート

アップに1ドル投資するごとに、JICAが

同額を拠出する仕組みを構築すること

で、民間投資家のリスクは半減し、ス

タートアップは地域展開に向けたより

大きな軍資金を確保可能

◼ ファンド・オブ・ファンズ（FoF）モデル：

個別の勝者を選定するのではなく、地

域のVCファンド（特に日・シンガポー

ル・タイ回廊に焦点を当てたファンド）

にJICAが投資することにより、規模を

拡大できる

◼ 開発金融機関との連携：国際金融公

社（IFC）やアジア開発銀行（ADB）と

いった機関と連携することで「お墨付

き」が得られ、年金基金など、より保守

的な日本の機関投資家をエコシステ

ムに呼び込む効果が期待できる

◼ クロスボーダー上場：Project 

NINJAや日・シンガポール・タイの

枠組みで育成されたスタートアップ

を、東京証券取引所でのIPOにファ

ストトラック誘導するプログラムを構

築する

◼ 地域スタートアップの流動性確保： 

東京証券取引所は、東南アジアの

多くの現地取引所に比べて、高成

長でまだ利益を出していないテック

企業をより積極的に受け入れる傾

向がある。これは、タイやシンガ

ポールのスタートアップにとって、実

現可能な出口戦略となる

◼ ゲートウェイとしての東京証券取引

所活用：東京での上場は、地域のス

タートアップ「日本的アイデンティ

ティ」を与え、総合商社などの大手

日本企業との提携による事業拡大

を容易にする

資金と投資家の
模索

出口戦略の
模索
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実際の事業連携につながるピッチイベントの開催

真に意味のあるマッチングを実現するために「エクスポージャー・ピッチ（通常ピッチ）」と「リバース・ピッチ（課題提示型ピッチ）」をつなぐ

「エクスポージャー・ピッチ」から「リバース・ピッチ」への橋渡し

エクスポージャー・ピッチ

(認知獲得のための初期段階
ピッチ)

技術課題に焦点を
当てた詳細面談

プレイベント「リバース・ピッチ」：銀行のシンクタンクや物流大手など日本の「チャ
レンジオーナー」が具体的な問題点を公開

評価基準: JICA、DFI、日系企業の担当者からなる評価委員会が、以下の観点で
スタートアップを評価: TRL（技術成熟度）6以上必須（プロトタイプが実装、試験可
能な段階）

◼ 日本企業の「チャレンジオーナー」としての位置づけ：50件の一般的なピッチを受けるのではなく、郵船ロジスティクスや三菱ケミカルの
ような企業（類似プログラムに参加経験あり）が、3〜5件の具体的な業務上のボトルネックを提示する（例：「タイ農村部でオフラインでも
機能するコールドチェーン追跡ソリューションが必要」）

◼ ターゲット型イノベーション：この仕組みの場合、課題に合致したスタートアップの、実際の事業導入を前提にした応募に限定されるため、
企業との実際の事業連携やPoC（概念実証）につながるアクションを生み出す確率が大幅に高まる

◼ 文化的な架け橋：この形式により、既存のサプライチェーンやサービス提供に統合できる具体的なソリューションを求めている日本企業
は「見せかけのイノベーション」を防ぐことができる

技術評価：「技術仲介者」として任命された専門家が、日本企業が無理な要求をしないよう
調整すると同時に、スタートアップが過剰な約束をしていないことを確認する役割を担う

イベントの目的：概念実証（PoC）に向けた意向書（LoI）の締結と詳細な技術ロードマップの
策定を目指す

JICAコンシェルジュサポート：JICAの専任プロジェクトマネージャーが、ビザ手続き、タイと日本間の越
境決済、技術マニュアルの翻訳やローカライズ、打ち合わせ調整などの「摩擦点」に対応する

エグジット・事業拡大フェーズ：採用・不採用を決定した後、「採用」の場合は、スタートアップが出資マッ
チングまたは日本企業との調達（導入）契約へと進む。「不採用」の場合は、スタートアップが次回応募
に向けて改善に活用できるよう、「失敗分析レポート」を作成する

Confidential
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タイのスタートアップ企業数

◼ 2024年には、タイでは主にライフスタイルとイノベーション分野で約88,000件の新規事業が登録された

◼ 2019年から2024年にかけて、タイのスタートアップ・エコシステムは着実に成長し、フィンテック、フードテック、再生可能エネルギー、ビッグ
データ、AI、そしてeコマースの分野で目覚ましい成長を遂げている

2015年から2024年までのタイの新規登録企業数（単位：1,000社）

出所：各種公開情報およびStatistaデータベースを基にMURCが作成

⚫ 2020年以降、タイにおける新規登録企業数は増加傾向にある

⚫ 2015年から2024年にかけて、タイにおける新規登録企業数は年
平均成長率（CAGR）で約4.35%増加

2024年のタイのスタートアップ数（ステージ別）

⚫ レイトステージのスタートアップ企業の数は、アーリーステージ
のスタートアップ企業数よりも多くなっている
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ASEANとタイの資金調達状況

◼ タイの平均取引規模は、ASEANの平均取引規模の動向に沿って変動している

◼ シンガポールはASEANの資金調達額を独自に引き上げている

出所：Statistaデータベースを基にMURCが作成

ASEANとタイにおけるVC資金調達額（左）と平均取引規模（右） 資金調達額の比較（百万米ドル）
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タイにおけるスタートアップ資金調達プロジェクトの状況

◼ タイのスタートアップは、フィンテック、ビジネスソリューション、eコマース分野で多くの取引を行っている

2019年から2024年までのタイにおけるスタートアップ資金調達プロ
ジェクト数（単位：件）

2019年から2024年までのタイにおけるスタートアップ資金調達金額
（単位： 百万米ドル）

2025年4月時点のタイにおけるスタートアップ資金調達件数

出所：各種公開情報およびStatistaデータベースを基にMURCが作成
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タイの社会課題まとめ（1/2）

◼ 物流モビリティは、課題の深刻度と市場展望が高い分野である

◼ 物流効率化と脱炭素化を軸にスタートアップが集積し、フリーマネーなどのサービスも見られる

食品と農業 医療 物流とモビリティ

市場展望 高い 低い 高い

課題の深刻度 低い 低い 深刻

市場規模 3兆130億米ドル 1兆2,500億米ドル 3兆130億米ドル

課題概要

◼ 小規模農家の多くは資金力に乏しいため、

効率化が進まず、労働生産性が低い

◼ 高付加価値の農産物を栽培できず、また

人口の約30%が従事している産業でもあ

るにもかかわらず、所得が低い

◼ 医師の都市部集中による都市部と地方

の医療アクセス格差

◼ 医療アクセス格差に起因する健康意識の

低下と生活習慣病の増加

◼ 公共交通機関とインフラの不足による
     慢性的な交通渋滞

◼ eコマース市場の拡大に伴う物の流れの
増加に対応するための物流と倉庫の

     効率化

◼ 温室効果ガス排出量の増加による脱炭
素化への対応

ビジネスケース デジタル機器を用いた栽培管理による
スマート農業

ビデオ診療、薬剤配達、医療保険の支払い
などを連携させた遠隔サービス

出荷人と運送業者を直接繋ぐデジタル
プラットフォーム

衛生画像とAIを活用した栽培管理 ICT技術を活用したスマートホスピタル 三輪EVの市民通勤手段への転換

農産物販売プラットフォーム
農家への資金支援

デジタルデバイスを活用した周産期の遠隔
管理

物流・倉庫業務へのAIシステム導入による
効率化

AIを活用した農地区画判定
AIを活用した公衆衛生および感染症リスク
評価

IT技術を活用した交通状況のリアルタイム
情報提供

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURCが作成
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タイの社会課題まとめ（2/2）

◼ 金融セクターでは、eコマースとデジタル経済の普及を背景に、スタートアップ企業が集中し、市場も拡大している

環境とエネルギー 金融 教育

市場展望 中程度 高い 中程度

課題の深刻度 中程度 低い 低い

市場規模 1兆3,300億米ドル 3兆8,800億米ドル 1兆5,700億米ドル

課題概要

◼ 工場に加え、エネルギーセクターからの温
室効果ガス排出量が増加

◼ 発電と輸送分野における化石燃料依存度
の上昇

◼ ASAENでは、金融サービス全般が比較

的進んでいるが、金融サービスの高度化
はまだ道半ば

◼ 中等教育の就職率は高いものの、都市部

と地方、私立と公立の間で教育の質の格

差存在

◼ 教師間の交流不足により、教師の質が

低下

ビジネスケース 太陽光、風力、バイオ燃料などの再生可能
エネルギー発電

ブロックチェーンを活用したデジタル決済 オンライン教育プログラムのプラットフォーム

温室効果ガス削減に貢献する熱効率を高め
る新素材の販売

オンライン金融商品販売プラットフォーム オンライン教師交流と勉強会プラットフォーム

温室効果ガス算定プラットフォームの開発・
販売

車の運転状況に応じて保険料を算出する自
動車保険

外国語や科学などの専門分野に特化した
学習プラットフォーム

カーボンクレジット創出・取引事業 AIを活用した個人向けデジタル融資 デジタル活用による学校運営の効率化

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURCが作成
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タイの国家戦略に沿ったスタートアップ育成支援

◼ タイの経済開発政策は、新たな優先産業分野を定義し、スタートアップ企業の参入機会を創出している

◼ 関連政策には、Thailand 4.0と東部経済回廊（EEC）が含まれ、EECにおいてはスタートアップのインキュベーションが重要な使命となって
いる

Thailand 

4.0

東部経済
回廊

(EEC)

概要

新Sカーブ
（ターゲット産業）

概要

◼ 先進国を目指す20カ年国家戦略では、ビジョンの中で中核セクターに指定されたターゲット
産業を育成するための投資インセンティブを設けている

◼ 外国投資を通じて、デジタル技術をはじめとする先進技術の導入を推進し、産業構造の高
度化と先進国入りを目指している

◼ ロボット産業
◼ 医療ハブ
◼ 航空・物流

◼ バイオ燃料・生化学
◼ デジタル産業
◼ 防衛
◼ 教育・人材育成

◼ 「研究とイノベーションを地域の経済発展と社会福祉につなげる、東南アジアにおける先進
的なイノベーション・エコシステム」となることを目指す
⚫ トランスレーショナル・リサーチと技術ローカリゼーションの拠点
⚫ スタートアップおよびベンチャー創出の中心地
⚫ コミュニティ開発プログラムの提供

ターゲット産業

出所：各機関のウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURCが作成

◼ 近代農業
◼ バイオリファイナリー
◼ インダストリー4.0（スマートファクトリー）

◼ 電池・次世代輸送
◼ 航空産業
◼ 医療機器
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タイのスタートアップ・エコシステムにおけるステークホルダー

◼ タイのスタートアップに関わるステークホルダーは、以下のようにまとめられる

民間

学術機関

政府機関

CVC

VC・PE

NIA

depa

NXPO

役割

• タイのコングロマリットは、企業イノベーションプログラムやCVC部
門を保有している

• これらの企業は、資金だけでなく戦略的パートナーシップ提供に
より、スタートアップ企業の事業拡大を支援している

• タイのVCやプライベートエクイティ（PE）の多くは、タイ国内だけで
なく、海外にも投資を行っている

• true INCUBE

• beacon venture capital 

など

• 500 TukTuk

• TED Fund

• OPEN SPACEなど

• NIAは主にアーリーステージやディープテック系のスタートアップ
を支援している一方で、depaはミドルからレイターステージのデジ

タル系スタートアップを支援しており、両機関はそれぞれの領域を
分けるようにしている

• depaとNIAは、助成金、株式投資、アクセラレーション支援を提供
している

• 国立高等教育科学研究イノベーション政策評議会（NXPO）は、高
等教育・科学・研究・イノベーション省傘下の独立行政機関である

• NXPOは、スタートアップ、IDE（イノベーション主導企業）、イノ

ベーション・エコシステム、そして起業家精神あふれる大学の育成
を担っている

• NXPOは、研究の事業化への共同投資を促進するため、大学の
ホールディングカンパニー制度を設立した

プレイヤー

大学

ホールディン
グカンパニー

• CU Enterprise

• KMIT Ladkrabang 

• TUIPなど

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURC作成
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タイのスタートアップ・エコシステムの国際的評価

◼ StartupBlinkによると、タイは世界ランキングで1つ順位を上げて53位となり、成長率は13%に達した。東南アジアでは、タイは4位を維持
している

◼ タイはフィンテックやAI投資において先進的な国の一つであるが、規制、地域競争、市場機会の不足が成長の阻害要因となっている

シンガポール

日本

インドネシア

マレーシア

タイ

8

18

28

44

53

国 ランキング

◼ 金融の安定性
◼ 企業に有利な環境
◼ 税制優遇

◼ J-startupプログラム
◼ 優れたインフラ

◼ 大規模な市場
◼ 若く、才能豊かで、デジタルに

強い人材

◼ 政府支援
◼ 起業コストの低さ
◼ 人材と前向きなマインドセット

◼ フィンテック・AI・スマートシティ
分野での強み

◼ コスト競争力

強み

◼ 高コスト構造
◼ 市場規模の小ささ

◼ リスク回避的なマインドセット
◼ 英語力不足

◼ インフラ面のギャップ
◼ ガバナンスの弱さ
◼ 専門人材不足

◼ 規制および官僚的手続きの煩
雑さ

◼ 配当税・キャピタルゲイン税

◼ 税法および外国収入の取扱い
に関する制度変更の可能性

◼ 地域競争

課題

17

5

8

1

5

ユニコーンの
数

3,854

4,118

1,786

1,015

430*

スタートアッ
プの数*

（出所）StartupBlinkおよび各種データベースを基にMURCが作成

* スタートアップの数はStartupBlink の評価指標として用いられており、他の定義とは異なる場合がある
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概要：政府機関の現在の政策

◼ 以下の表は、各政府機関がどのようにタイのスタートアップ・エコシステムを支援しているかを、支援分野、支援プログラム、スタートアップ
の成長段階ごとにまとめたものである

機関 支援分野

支援の種類 対象
スタートアップ

ステージ
資金提供

成長
プログラム 

投資家マッチング 株式投資 その他支援

MHESI

（高等教育・
科学 ・
研究・

イノベーション
省）

NIA 
◼ イノベーション
◼ ディープテック
◼ AI

◼ グリーンテック
◼ フィンテック
◼ 国家的エコシステム開発

○ ○ ○
× 

株式投資なし

国際的なパート
ナー連携、技術実

証環境提供

アーリーステージ
→ 成長ステージ

TED Fund ◼ 技術・イノベーション系スタートアップ
◼ 学生・研究者によるスタートアップ設立
◼ 初期段階の事業化

○ ○ 

△ 

主に市場アクセス目的
のマッチング

× 

株式投資なし
試作品テスト費用、
認証費用の補助

アイデア創出
→ アーリーステージ

NXPO
◼ ディープテックと国家科学技術政策
◼ ナノテクノロジー（医療、グリーンエネル

ギー、農業技術、ナノセーフティ）
◼ 気候テックのニーズ評価
◼ 大学・研究ネットワーク構築

△ 

スタートアップへの直
接支援はないが、
PMU経由で支援

△
政策レベル
のみだが、
PMU経由で

支援

△
政策レベルのみだが、

PMU経由で支援

× 

株式投資なし

国家研究開発ロー
ドマップ、TNA（技
術ニーズ評価）、

国際協力

アイデア創出
→ アーリーステージ

（研究主導型、ディープ
テック重視）

MDES

（デジタル経済
社会省）

depa 
◼ デジタル系スタートアップ
◼ デジタルエコシステム構築
◼ 大学ネットワーク
◼ アクセラレーター連携

△ 

選定されたデジタル
案件の部分支援

○
△

投資家との直接的な
マッチングは行わない

○
デジタルスキル、
大学エコシステム

開発

アーリーステージ
→ 成長ステージ

（デジタル領域限定）

首相府
BOI ◼ ターゲット産業への投資支援（EV、エレク

トロニクス、バイオテクノロジー、デジタル、
防衛）

△ 

VCを持つ企業のみ
マッチング

× 

インキュベー
ションなし

△
 ごく軽微なファシリ

テーションのみ

× 

株式投資なし
税制優遇措置、

スマートビザ

成長ステージ
（VC出資済みスタート

アップ）

MOF

（財務省）

SEC
◼ デジタル資産規制
◼ サンドボックス（BOTとの連携）

△ 

資金調達ルートの
制度整備

× 

インキュベー
ションなし

△
直接的なマッチングは

行わない

× 

株式投資なし
トークン化制度

成長ステージ（Web3 ・
ライセンス取得段階に
あるFinTechスタート

アップ）

（出所）各種公式ウェブサイトを基に MURCが作成
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タイのスタートアップ成功を支える要因に関する政府の視点

◼ タイにおけるスタートアップの成功を形作る主な要因は次のとおりである

主な推進要因

資金調達力、パートナー連携、人材、セクターの整合性が融合することで
タイのスタートアップの成長を可能にする基盤が形成されている

◼ 資金調達
 

スタートアップは、アー
リーステージにおける
十分な資金と、明確な
資金調達ルートを確保
することで成長する

◼ 強固なパートナー
シップ

大企業、CVC、グロー
バル・アクセラレー
ターとの連携が、ス
タートアップの事業拡
大を加速させる

◼ スキルと人的能力

持続的な成長には、
ビジネススキル、技術
スキル、起業家精神
を備えた人材育成が
不可欠である

◼ 高成長セクターとの
整合性

政府が優先する成長
産業と一致した領域で
事業展開するスタート
アップは、より速い成
功を収める傾向が
ある

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成
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タイにおけるスタートアップ成功パターン

◼ 成功しているタイのスタートアップには、市場参入から成長までの間に共通したパターンが見られる

成功するスタートアップのパターン

パターン1：国内市場での強みを活かし、ASEANへ拡大

タイで成功するスタートアップは、まず国内市場で強固な顧客基盤を築くことが多い。特にフィンテックやeコマース
分野では、タイの大規模なユーザーベースと高い購買力を活かして急成長する傾向がある。国内で事業を確立し
た後、その成功をASEAN諸国へ横展開していく

例：TrueMoneyはタイでの事業拡大を経てASEAN各国へ進出し、5,000万人以上のユーザーにサービスを提供
するまでに成長した

パターン2：国家レベルの社会課題解決

急成長するスタートアップの多くは、タイ国内の消費者や企業が抱える「リアルな課題」に応えることに注力して
いる。特にデジタル決済、物流、ヘルスケア、モビリティといった分野は需要が大きいにもかかわらず十分なサー
ビスが提供されていないため、大きな成長余地がある

例：Flash Expressは、タイの急速なeコマース拡大を背景にラストマイル配送の課題を解決し、タイ初の物流ユ
ニコーン企業へと成長した

パターン3：国の支援プログラムと大企業との連携による成長

政府主導のインキュベーターやアクセラレータープログラムを経て、大企業や国際機関との連携を進めるスタート
アップは、より急速に成長する傾向がある。特にフィンテックやヘルステックのように複数セクターの協力が不可欠
な分野で、その効果が顕著に表れている

例：2C2Pは、政府支援の決済サンドボックスを活用して事業を拡大し、さらに国際的な企業連携を進めることで急
速に成長し、地域の決済ゲートウェイへと発展した

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成
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タイのスタートアップが直面する主要課題に関する政府の視点

タイのスタートアップが直面する主要課題

◼ アーリーステージ
の資金不足

◼ 人材不足とスキル
ギャップ

◼ 規制面の制約と
政策実行の遅さ

◼ 国内市場の小ささ
とグローバル志向
の欠如

◼ マッチングインフラ
の弱さ

タイのスタートアップ・エコシステムは、資金不足や人材不足、規制対応の遅れ、国内市場の小ささ、
支援体制の脆弱さといった要因が重なり、スケールアップを難しくしている

（出所）政府機関への聞き取り調査を基にMURCが作成

シードからシリーズAへ

の資金調達には大きな

ギャップがあり、CVCへ

の過度な依存が、アー

リーステージのスタート

アップにとって資金調達

を困難にしている

熟練した人材、デジタ

ルスキル、ビジネスの

専門知識が不足して

いる

スタートアップの創業者

は、政府、顧客、地域

社会とのコミュニケー

ションに必要なスキル

を持ち合わせていない

場合が多い

規制サンドボックスは

存在するものの、各セ

クターで広く採用され

ているわけではない

多くの政府機関は、新

たなテクノロジーに合

わせて規制を調整す

る準備や意欲に欠け

ている

起業家は依然として

国内市場に焦点を当

てている

グローバル展開への

意識の欠如および国

際的経験の不足が課

題として指摘されて

いる

スタートアップと投資

家を結びつける仕組

みが十分に整ってい

ないため、多くの投資

機会が失われている
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◼ タイ高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）は、明確な役割分担を通じて国家のSTI（科学・技術・イノベーション）システムを調整
している

◼ 政策と戦略を担うNXPO、初期段階のイノベーション資金供給メカニズムであるTED Fund、そして事業化とエコシステム開発を推進するイ
ノベーション実行機関としてのNIAがそれぞれの役割を果たしている

（出所）MHESI 公式ウェブサイトを基に、MURCが作成

Confidential

 MHESI 

（高等教育・科学・研究・イノベーション省）

政策：NXPO

（国家高等教育・科学・研究・
イノベーション政策評議会）

資金：TED Fund

(Technology and Innovation-

Based Enterprise 

Development Fund)

実行：NIA

(National Innovation Agency)

タイ高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）の構造

Confidential
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項目 詳細

正式名称 National Innovation Agency（公的機関）

略称 NIA

設立 2003年

所管省庁 高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）

所在地 73/2 Rama VI Road, Rajdhevee, Bangkok 10400, Thailand

組織形態 公的機関（政府機関）

ミッション
タイの国家イノベーションシステムの支援および発展を促進し、経済構造の転換と競争
力の強化を推進する
「タイをイノベーション国家へ導く」

主要戦略（4G

フレームワーク）
Groom （能力開発）、Grant（資金支援）、Growth（市場拡大）、Global（国際展開）

提供する支援 シード資金、ビジネスコンサルティング、スタートアップの市場機会の提供

主な対象 スタートアップ、イノベーション主導型企業、中小企業（SME）

主要プログラム Startup Thailand Centre – 国内外のスタートアップ向けワンストップ支援拠点

公式ウェブサイト https://www.nia.or.th/ 

NIA （National Innovation Agency）

◼ National Innovation Agency（NIA）は、タイにおけるイノベーション推進の中核機関として、資金支援、能力開発、エコシステム構築を通じ
てスタートアップを支援し、タイを「イノベーション国家」へと転換する取り組みを推進している

（出所）NIA公式ウェブサイトを基に、MURCが作成

ConfidentialConfidential
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NIA : 主要戦略

◼ NIAは、タイのイノベーション・エコシステムの発展を担う政府の中核機関である

NIAの主要戦略

1. 国家イノベーションシステムの強化

国内および国際レベルでの競争力を高めるため、オープンで相互接続された

国家イノベーションシステムの構築

2. イノベーション資金供給能力の強化

資金アクセス、投資準備、成長支援などを含め、タイのイノベーション発展を

支える金融メカニズムの構築・拡充

3. イノベーション推進のためのデータ・知識・プラットフォームの整備

エビデンスに基づく意思決定を支援し、イノベーションの導入を加速させるた

めの知識、データシステム、政策ツールの構築

4. 高パフォーマンスで将来志向の組織への変革

イノベーションを推進し、全国規模のイノベーション発展を支援できる、機動的

で適応力の高い持続可能な組織への変革

（出所）NIA公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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NIA : 政策・支援

◼ NIAは、イベント、資金支援、能力開発、市場拡大、分野別技術プログラム、イノベーションインフラを通じてスタートアップを支援している

支援の種類 内容 プロジェクト例

1) イベント・プログラム
◼ ブートキャンプおよびコーチングキャンプの開催

■ Startup Thailand League (STL): 

学生主導のスタートアップを育成するため、コーチングキャ
ンプ、ピッチラウンド、Demo Dayの実施 

■ 予算：3,700万バーツ
◼ ピッチコンテスト／Demo Day

◼ 国家レベルのイノベーション展示会 ■ SITE (Startup x Innovation Thailand Expo): 

    国家規模のスタートアップおよびイノベーション展示会
■ 予算：3,500万バーツ◼ スタートアップコンペティションの開催

2) 資金支援 / 補助金
◼ アイデア開発のための助成金（プレシード）

■ Regional Innovation Development Grants:  

中小企業や地域のイノベーターに対して資金支援を行い、
イノベーションプロジェクトの構築、実証、拡大を支援するプ
ログラム

■ 予算：2,000万バーツ

◼ プロトタイプ開発資金

◼ スケールアップおよび事業化支援

◼ グリーンテック・ディープテックなど分野別資金支援

3) 能力開発
◼ 起業家育成プログラム

■ Young Entrepreneur Strengthening Program 

(NIA Academy): 

1万人以上の起業家を育成し、
    イノベーション・ビジネス・ネットワークを構築
■ 予算：2,300万バーツ

◼ 専門家によるメンタリングおよびコーチング

◼ ビジネス、イノベーション、テクノロジーに関する研修

◼ 主にNIA Academyを通じて実施

（出所）NIA法および2025年計画を基に、MURCが作成
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NIA : 政策・支援

支援の種類 内容 プロジェクト例

4) 市場拡大・国際展開 ■ スタートアップの海外市場参入の準備支援
■ Green Business Transformation: 

タイのスタートアップがグローバル市場でピッチを行い
事業拡大することを支援
 （例：Web Summit Qatar 2025）

■ 予算：2,000万バーツ

■ 国際パートナーとの連携構築

■ 国際展示会やショーケースへの参加支援

5) 分野別技術支援
■ 農業、エネルギー、ディープテックなどの主要産業における

技術導入の促進 ■ AgTech Connext: 

50の農業グループに対し農業技術の導入を支援し、
持続可能な収入向上を促進

■ 予算：316万バーツ■ 実証実験および現場でのテスト

6) イノベーションに関す
るインフラ

■ イノベーション実証環境（テストベッド）の支援

■ Regional Innovators & Innovation City 

Developers Program: 

アクションプランに掲載されているプログラム
（予算額は未公表）

■ イノベーション都市および地域エコシステムの開発

■ 地域イノベーター育成プログラム

（出所）NIA法および2025年計画を基に、MURCが作成

ConfidentialConfidential

◼ NIAは、イベント、資金支援、能力開発、市場拡大、分野別技術プログラム、イノベーションインフラを通じてスタートアップを支援している
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NIAの成功事例：QueQ

◼ NIAの支援により、QueQは高い社会的インパクトを持つ国家レベルのワクチン接種管理ソリューションへと迅速に転換することができた

成果:

NIAの支援により、QueQは単なる順番待ちアプリから、タイのワクチン接種システムにおける重要なツールへと発展した

（出所）NIA法および2025年計画を基に、MURCが作成

Confidential

支援の種類 NIAの支援内容 QueQへの影響

能力開発
（研修）

◼ 起業家育成ワークショップ、迅速なプロトタイプ開
発およびサービス再設計のコーチング、 スタートア
ップアカデミーの教育コンテンツ

■ ワークフローの再設計により、順番待ちアプリ

からワクチン接種フロー管理システムへの迅

速な転換を実現

戦略的メンタ
リングおよび

アドバイザリー

◼ ビジネスモデル改善のためのメンターおよび専門
家の支援、公衆衛生用途における規制およびワー
クフローに関する助言

■ 病院および政府機関向けに、拡張可能で規制
に準拠したソリューションを構築

エコシステムおよび

分野横断的な連携

◼ 病院、ワクチン接種センター、地方自治体の紹介
および機関横断的な調整会議

■ 実証プロジェクトおよび全国展開の実現、政府
の意思決定者からの信頼獲得

実証テスト／
サンドボックス環境

へのアクセス

◼ PoCおよび大規模テストのための実証環境へのア
クセス、大規模運用の検証支援

■ 大量利用環境での信頼性を証明し、導入加速

国家レベルでの

プロモーションおよび

認知向上

◼ NIAのイベントや広報チャネルでの紹介、国家レベ

ルのデジタル公共サービス事例としての認知

■ 評価の向上により、政府機関やパートナーに

よる導入が加速

事業拡大および国際
展開への準備

◼ 国際展開に向けたプログラムやネットワークへの
参加、海外ステークホルダーの紹介

■ パンデミック後の展開および国際パートナーシ
ップに向けた基盤を構築

Confidential
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NIAのイベント事例：2025年スタートアップイベント

◼ Startup Thailand 2025: CONNEXT #GreenTech–EnergyTech は、タイのグリーンテックおよびエネルギーテック系スタートアップ・エコ
システムの加速を目的とした、NIA主導の主要イベントである

◼ 本イベントは、スタートアップ、投資家、政府機関、企業を結びつけ、持続可能なイノベーションを促進するための国家レベルのプラットフォー
ムとして設計されている

項目 内容

イベント名 Startup Thailand 2025: CONNEXT #GreenTech–EnergyTech

開催日程
2025年5月28日～6月5日(複数の関連イベントを開催) 

メインイベント: 2025年6月5日 13:00～17:30

開催場所 True Digital Park, Bangkok

目的
グリーンテックおよびエネルギーテック系スタートアップと投資家、政府機関、
企業を結びつけ、ビジネス・市場・投資機会を創出するとともに、タイにおける
持続可能なイノベーション成長を促進すること

主な活動内容

◼ グリーンテックおよびエネルギーテック系の動向に関する専門家パネル 

◼ スタートアップによるピッチおよびショーケース 

◼ 投資家や主要組織とのビジネスマッチング
◼ イノベーターおよびエコシステム関係者とのネットワーキング機会

期待される成果

◼ 新たなビジネスおよび投資パートナーシップの創出 

◼ グリーンテック・エネルギーテック系スタートアップの市場アクセス向上
◼ 国家レベルでの持続可能なイノベーションエコシステムの強化 

◼ スタートアップの国内外での成長に向けた準備の強化

ConfidentialConfidential

（出所）NIA公式ウェブサイトおよびニュースを基に、MURCが作成
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TED Fund (Technology and Innovation-Based Enterprise Development Fund)

◼ TED Fundは、高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）のもとで運営される、タイの国家的な技術・イノベーション支援基金であり、
2016年に設立された

◼ 助成金、能力開発、事業化プログラムを通じて起業家を支援することを目的としている

項目 内容

正式名称 Technology and Innovation-Based Enterprise Development Fund (TED Fund) 

略称 TED Fund

設立 2016年

所管省庁 高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）

本部所在地 75/47, 3rd Floor, Ministry of Higher Education, Science, Research and Innovation, Rama VI Rd., 

Thung Phaya Thai, Ratchathewi, Bangkok 10400 

組織形態 政府の技術・イノベーション資金支援機関（公的リボルビングファンド）

ミッション
技術およびイノベーションを基盤とする起業家を支援・促進し、投資リスクを軽減するとともに、研究成

果およびイノベーションの全国的な事業化を支援すること

コア戦略 イノベーションに対する資金支援、能力開発およびインキュベーション、市場拡大、若手起業家支援、
国家レベルでの事業化推進

提供する支援
プログラムに応じて最大100万～200万バーツの助成金を提供
11のプロジェクトカテゴリーにわたり、スタートアップおよび中小企業に対して、アイデア創出、PoC、ス
ケールアップ、事業化までの支援

支援実績（総額） 

2016年以降の支援プロジェクト総数：1,400件以上
総支援額：12億3,000万バーツ以上
2025年度：283スタートアップ、2億7,200万バーツ

主な対象
学生、若手起業家、アーリーステージのスタートアップ、中小企業、技術系イノベーションを開発する研
究者

主要プログラム
TED Youth Startup (IDEA・PoCプログラム), TED Market Scaling Up, Startups for Startups, MED 

Tech Excellence Fund

公式ウェブサイト https://tedfund.mhesi.go.th 

（出所）TED公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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TED Fund：主要戦略

◼ TED Fundの戦略方針は、4つのコア戦略を通じてタイのイノベーション・エコシステムを強化することに重点を置いている

（出所）TED Fund年次報告書を基に、MURCが作成

TED Fundの主要戦略

1. 技術およびイノベーションの潜在力開発

経済的および社会的価値を生み出す技術やイノベーションを創出するための国家能力強化。知識の活用、

研究成果の利用、イノベーション開発の促進を通じて国家競争力を高めることが含まれる

2. 協働ネットワークの構築および強化

分野横断的なパートナーシップを拡大・強化し、統合されたイノベーション・エコシステムの構築により、起業家

が専門知識、施設、戦略的連携へアクセスできる環境の整備

3. 事業化および市場拡大の促進

研究成果やイノベーションを市場投入可能な製品・サービスへの転換促進。事業化の仕組みや資金支援プロ

グラムを通じて、国内外市場への成長拡大を支援

4. 起業家の能力およびレジリエンスの強化

技術・イノベーション分野の起業家に対し、スキル、事業準備力、適応能力の育成。経営能力の向上、持続可

能な成長の促進、長期的な競争力の確立に向けた企業の準備が含まれる
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TED Fund : 政策・支援

◼ TED Fundは、タイ全土においてアーリーステージのアイデアの育成、プロトタイプ開発、市場投入可能なイノベーションのスケールアップ
を支援するための包括的な政策を実施している

（出所）TED Fund公式ウェブサイトを基に、MURCが作成

政策 / プログラム 内容

1. Ideation Incentive Program 

(IDEA)

学生および新卒者を対象に、モックアップおよびビジネスプラン作成を支援するアーリーステージの

アイデア創出支援プログラム

助成金：10万バーツ

TED Fellowインキュベーションプログラムへの参加が必須

2. Proof Of Concept (PoC)

プロトタイプ開発および概念実証（技術・ビジネス両面）を支援
最大150万バーツ（大学シード助成の場合は75万バーツ）
支援期間：最大2年間

3. Ted Market Scaling Up
既に市場に投入されている製品・サービスを持つ企業の国内外市場への拡大を支援

マッチング助成：最大200万バーツ（≤90%）

4. STARTUPS FOR STARTUPS

 （スタートアップ支援者プログラム）

アクセラレーター、インキュベーター、イノベーション支援サービス企業など、他のスタートアップの成
長を支援するエコシステムプレイヤーを支援するプログラム
最大200万バーツの助成
タイのスタートアップ・エコシステム強化を目的とする

5. マッチング助成制度

多くのプログラム（PoC、Market Scaling Up、Startups for Startups）がマッチング助成制度を採用

TED Fundが≤90%を負担し、申請者は≥10%を自己資金で負担

支払い方式は精算方式

6. 若者および地域包摂政策
4つの地域委員会および全国50のTED Fellow大学を通じて地域開発を促進する政策
プロジェクトはロードショーを通じて募集される
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TED Fundの成功例: iCUBE 

◼ TED Fundの支援により、iCUBE社はManufacturing Data Management Platformを高度化し、実際の産業分野への展開を実現

（出所）TED Fund公式ウェブサイトを基に、MURCが作成

成果:

iCUBEは2024年にTED Fundの支援を受け、技術を強化 → 実際の産業分野へ展開 →2025年には
TED Fundの代表的成功事例として全国的に認知された

項目 概要

支援年度
◼ iCUBEは2024年に、TED Market Scaling Upプログラムの下で

TED Fundの支援を受けた

資金支援の内容

◼ この助成により、iCUBEはManufacturing Data Management 

Platformを高度化・拡張し、工場がIndustry 4.0に対応したデータ駆

動型のデジタル運用を導入できるようになった

支援後の成長

（2025年）

◼ 2025年には、iCUBEは実際の産業現場で導入が進み、商業的な成

長と実際の産業分野への影響を示した

TED Fundによる
評価

◼ この成功により、iCUBEはTED Fundの公式ショーケース・スタート
アップとして選定され、TED Fund FAST FORWARD 2026の全国
イベントでの登壇に招待された

総合的な成果

◼ iCUBEは成長段階のスタートアップから、TED Fundの支援がタイ

の産業分野における事業化、デジタルトランスフォーメーション、持

続的成長を推進する成功事例として、国家的に認知される企業へと

発展した
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TED イベント事例 : TED Youth Startup

◼ TED Youth Startupは、TED Fundの主要な若者向けプログラムの一つであり、資金支援、インキュベーション、メンタリング、

コンペティションを組み合わせて、初期段階のアイデアを実際のイノベーション型ビジネスへと発展させることを目的としている

項目 内容
イベント名 TED Youth Startup Championship 2025

イベント日程 2025年5月21日

場所
King Mongkut Hall, Ground Floor, MHESI 本部 (高等教育・科学・研究・イノベーション省) — 

タイ・バンコク

目的

◼ 若者主導のイノベーションを促進し、研究成果を基にしたプロジェクトの事業化を支援

◼ タイの四地域から将来性の高い若手スタートアップを発掘

◼ MHESI政策のもと、イノベーション主導型経済の強化を図る

◼ 拡張可能なビジネスアイデアを持つ若手起業家の育成

主な活動内容

◼ 地域ピッチラウンド：北部・東北部・中部・南部の各地域から優秀チームを選出

◼ ファイナルピッチ・ショーケース：各地域の優勝チームによる全国大会

◼ スタートアップ、イノベーション、バイオテクノロジー分野の専門家によるパネルセッション

◼ 経験豊富な審査員によるメンタリングおよびフィードバック

◼ 資金支援機会：最大150万バーツの事業化支援資金を獲得するためのコンペティション

期待される
成果

◼ 全国で若手テクノロジー起業家の数を増やす

◼ 研究成果やアイデアを実際の製品・サービスとして事業化

◼ タイのイノベーションエコシステムおよび経済への影響強化

◼ 若手イノベーターの市場対応力および資金調達能力の強化

◼ 次世代にイノベーションと起業への挑戦を促す

（出所）TED Fund公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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NXPO

◼ NXPOは、国家イノベーション政策の推進、研究成果の事業化の加速、ならびに政策イノベーションアクセラレーターやオープンサイエンスの
取り組みといった協働プラットフォームの実現を通じて、大学におけるスタートアップ育成の推進を支援している

項目 内容

正式名称 国家高等教育・科学・研究・イノベーション政策評議会事務局

略称 NXPO

設立
2008年にNational Science Technology and Innovation Policy Office (STI Office) として設立さ

れ、MHESIの設立に伴い2019年にNXPOへ改称

所管省庁 高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）

本部所在地
Chamchuri Square Building, Bangkok, Thailand (14th Floor, Phayathai Rd., Pathumwan, 

Bangkok 10330)

組織形態 独立した公的機関／政府所有の法人

ミッション
高等教育・科学・研究・イノベーションに関する国家政策の策定、調整、実施、モニタリングにおいて
国家政策評議会を支援するとともに、戦略の設計、規制改革の提案、統合的な国家STIデータベー
スの管理を行うこと

コア戦略

◼ 国家イノベーション能力の強化

◼ エビデンスに基づく、システム思考型の政策設計の推進

◼ 政府、学術界、産業界、地域社会との強固な連携の構築

◼ 機動的で将来志向の政策立案の実現

スタートアップ関連

の重点領域

◼ イノベーション政策の加速（例：THIPA）

◼ 公共アイデアのクラウドソーシングを支援するPolicy Innovation Platform（PIP）

◼ 国家レベルでの研究成果の事業化およびイノベーション・エコシステムの強化

◼ イノベーターの機会拡大に向けたオープンサイエンス枠組みの支援 

（出所）NXPO公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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NXPO: 政策

◼ NXPOは、研究成果の事業化の促進、国家競争力の強化、イノベーション主導型の経済成長の加速を目的とした国家政策を通じて、タイ
の科学・技術・イノベーション（STI）の変革を推進している

政策イニシアチブ 目的 内容 実施状況

大学ホールディングカン

パニー制度

大学による共同投資の柔軟性を高め
研究成果の事業化加速

大学がホールディングカンパニーを設立することを可能

にする制度。11大学で導入され、3億バーツ以上が投資

された

11のホールディング会社および80以上
のIDEで実施

BCG 推進施策
バイオ・循環型・グリーン経済（BCG）
の推進

4つの主要分野を対象とし、GDPを3.4兆バーツから4.4

兆バーツへ拡大することを目標とする
全国規模で実施され、4分野に貢献

タイ版バイ・ドール法
（タイ研究・イノベーション
活用促進法）

大学がIPを保持できるようにする
米国のバイ・ドール法をモデルとし、研究成果の事業化
を加速

国家レベルの技術移転制度として活用

タイ競争力ランキング 国家競争力の向上 政策決定のためIMD/WEF指標をモニタリング 国家報告書に活用

人材計画 STI人材の育成 高度人材の需要を予測し、教育カリキュラムと連携 半導体およびAI分野で実施

フロンティア研究 ディープテック研究の推進 量子技術、バイオテクノロジー、AIインフラの支援
国家レベルのフロンティア研究プログラ
ムとして継続実施

サンドボックス法および
ガイドライン

新興技術を安全に実証
UAV、AI、遠隔医療、ブロックチェーンのイノベーション

サンドボックス
パイロットサンドボックスを実施中

フォーサイトおよびシステ
ム研究

長期的なSTI政策の設計
メガトレンド分析、シナリオプランニング、シミュレーション
の活用

国家フォーサイト政策に活用

ターゲット型貧困削減 STIを活用した貧困削減 地域ベースのデータ駆動型施策 特定の県で実施

THIPA イノベーション政策改革の加速 高等教育向け政策アクセラレーター 大学でパイロットプログラムを実施

TBIR プログラム 企業の研究開発支援
SBIRに類似したR&D資金支援により、中小企業および
スタートアップのイノベーションを促進

全国で実施

OECD連携プログラム OECD基準との整合 共同研究およびベンチマーキング 継続的な協力関係

科学技術倫理 科学技術倫理の強化 5分野のホワイトペーパーおよび国家倫理委員会 国家倫理政策の指針として活用

（出所）NXPO公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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NXPO：大学ホールディングカンパニー制度支援

◼ NXPOは、大学が従来のTLO（Technology Licensing Office）中心の運営から、大学ホールディングカンパニー（UHC）を通じた直接投
資へ移行できるようにする国家政策枠組みを構築した

◼ これには、大学が収益や研究由来のIPをスピンオフ企業への出資として再投資できる規制や、民間との共同投資を可能にする研究・イノ
ベーション分野のPPP規制（2023–2024）が含まれている

（出所）NXPOへの聞き取り調査および提供資料を基に、MURCが作成

Confidential

現状
UHC数 : 13 

登録資本金：5億バーツ以上
支援対象：110社以上のイノベーション主導型企業

◼ 多くのUHCは形式的には設立されているものの、ガバナンス体制の未整備、投資権限の不足、リスク回避傾向、専門的経営人材の
不足、スピンオフ案件の不足などにより、十分に機能していない

◼ リーダーシップ体制や投資文化は大学ごとに大きな差があり、現金投資や知的財産を株式と交換することに慎重な大学も多い。初期
のUHCの多くは、専門的なCEOや投資マネージャーではなく学内の教員に依存しており、運営能力の不足が生じている

◼ 例として、M Venturer から MU Holding への移行事例では、リーダーシップの交代が戦略的な継続性を阻害したことが確認できる。
再編の過程で、大学はプロダクト販売を中心とする従来型の子会社モデルから、より投資志向の UHC へと組織を転換する方針を
採った。この移行には、商業性・投資判断・コーポレートガバナンスに精通した、よりビジネス志向の強いリーダーシップが求められた
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NXPOの3つのプログラムマネジメントユニット（PMU）の概要

◼ NXPOには3つの資金管理ユニットがあり、Program Management Unit on Area Based Development（PMU-A）、Program 

Management Unit for Human Resources & Institutional Development, Research and Innovation（PMU-B）、そしてProgram 

Management Unit for Competitiveness（PMU-C）で構成されている

◼ これら3つのユニットは、効果的な行政および資金管理機関として設立され、プログラムの立ち上げ段階から育成を行い、資源の効率的な
配分を確保することを目的としている

ユニット 大学に対する主な役割 主な支援内容 主な成果・プログラム例

PMU-A
◼ 大学を通じた地域密着型の研究

開発および地域・コミュニティへ
の社会的インパクト創出

◼ 地域パートナーとの共同プロジェクト
助成、都市開発および貧困対策プロ
グラム

◼ 地域別貧困対策プロジェクト、スマート＆リ
バブルシティ、チュラロンコン大学とのソー
シャルエンタープライズ基金

PMU-B
◼ 人材育成、研究機関の能力強

化、フロンティア研究の推進

◼ 奨学金・フェローシップ、Work-

Integrated Learning（WiL）とリス
キリング、基礎・先端研究助成、
大型研究インフラ

◼ National Brain Power Ecosystem、AI for All、
EEC高度人材育成、研究施設への大型資金
支援

PMU-C 
◼ 研究成果の事業化および産業

競争力強化

◼ マッチングファンド型助成、

ディープサイエンス・アクセラレ
ータープラットフォーム、IP・市
場検証支援、投資家連携

◼ 9大学における12のディープサイエンス・アク
セラレーター、投資家マッチングイベント、
研究室から生産段階への移行支援

（出所）NXPO公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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NXPOにおける大学スタートアップ関連のプログラムマネジメントユニット：PMU-A

◼ PMU-Aは、NXPOの地域開発向け資金支援ユニットとして機能し、地域特化型プログラム、マルチステークホルダー連携、そして地域開発
に向けた重点支援を通じて、大学の研究成果を地域主導の課題解決へとつなげる役割を担っている

（出所）PMU-A公式ウェブサイトを基に、MURCが作成

項目 内容

正式名称 Program Management Unit on Area-Based Development (PMU-A)

略称 PMU-A

設立 NXPOの下で2020年までに運用開始

所管省庁 高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）
※NXPOの管轄下

本部所在地 319 Chamchuri Square Building, 14th Floor, Phayathai Road, Patumwan, 

Bangkok 10330

組織形態 地域開発と包摂性を重視した政府の資金支援ユニット

職員数 公式には公表されていない

ミッション 地域経済、貧困削減、スマート＆リバブルシティ、危機対応などを対象とした
地域密着型R&Dを支援し、大学と地方政府・地域コミュニティを結びつける

コア戦略
地域特化型プログラム（貧困対策、都市開発、地域クラスター強化）
マルチステークホルダー連携、データに基づくターゲティング、
TACITナレッジプラットフォーム

提供支援 大学および地域パートナーへのプロジェクト助成、ネットワーキング・プラッ
トフォームの提供、地方自治体やコミュニティ企業の能力強化

主な対象
大学（ラジャバット大学・RMUT大学を含む）、地方政府、コミュニティ企業、
中小企業（SMEs）、社会団体

主要プログラム 地域型貧困削減プログラム、Smart & Livable Cityプログラム
国家ソーシャルエンタープライズ支援基金（チュラロンコン大学と共同）

公式ウェブサイト https://pmua.or.th
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PMU-A：地域基盤型開発プログラムマネジメントユニット

◼ PMU-Aは、地域密着型のイノベーションプロジェクトに資金提供および運営支援を行うユニットであり、大学が政府機関、地域 コミュニティ、
中小企業（SME）と連携して実社会の課題解決に取り組むことを支援している

◼ これらのプロジェクトは、大学の技術を実証・検証し、その後の事業化につなげるためのPoC環境として機能することが多い

◼ Water Academy（チュラロンコン大学との連携）

チュラロンコン大学と連携し、水資源管理の研修およ
び政策担当者の能力強化を目的としたWater 

Academyを設立
→ 大学の研究から生まれた水関連技術（Water 

Tech）を実社会で導入・実証する機会を提供

代表的な成功事例

◼ スマート農業＆ドローン操縦訓練（コンケン
大学との連携）

省庁および大学と連携し、ドローンを活用した農業
研修およびスマート農業モデルの導入を実施 

→ AgriTech（農業テクノロジー）の導入を促進し、
大学発スタートアップの創出機会を生み出している

（出所）PMU-A公式ウェブサイトおよびニュースを基に、MURCが作成
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NXPOにおける大学スタートアップ関連プログラムマネジメントユニット：PMU-B

◼ PMU-Bは、人材育成・先端研究・研究機関の発展に対する資金支援を通じて、タイの研究基盤と人材基盤を強化する組織である

◼ 大学や研究機関が高度な研究能力を構築し、国家のイノベーションや将来のディープテック分野の成長を支えることを可能にしている

項目 内容

正式名称
Program Management Unit for Human Resources & Institutional Development, 

Research and Innovation (PMU-B)

略称 PMU-B

設立 2019年（NXPOの枠組みの下で設立）

所管省庁
高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）
※NXPOの下で運営

本部所在地
319 Chamchuri Square Building, 14th Floor, Phayathai Road, Patumwan, Bangkok 

10330

組織形態 人材、研究機関、先端研究、および科学技術インフラのための政府資金支援ユニット

ミッション
人材および高等教育・研究機関の発展に向けた資金を配分し、奨学金、フェローシップ、
研究インフラを支援するとともに、国家的な研究人材エコシステムを構築すること

コア戦略

産学連携型学習および人材育成プログラム、EEC向け高度人材育成、生涯学習および
リスキリング、AI for All、量子、宇宙、SHAを含む先端・基礎研究、大型研究施設、国際
連携

提供される支援
奨学金・フェローシップ、大学・研究機関への助成、先端研究および大型研究施設への
資金支援、産業界とのエコシステム構築

主な対象 大学、研究機関、学生、ポスドク、教職員、国家研究施設

主要プログラム
National Brain Power Ecosystem; Frontier & Basic Research; Big Science; AI for 

All; EEC & New Growth Engines

公式ウェブサイト https://www.pmu-hr.or.th

（出所）PMU-B公式ウェブサイトおよびニュースを基に、MURCが作成
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PMU-B：人的資源・制度開発・研究・イノベーションのためのプログラムマネジメントユ

ニット

◼ PMU-Bは、大学における研究人材の育成、研究インフラの整備、そして国際共同研究の推進に重点を置いている
◼ これは、大学発スタートアップが依拠するディープテックの基盤を構築するうえで非常に重要である

代表的な成功事例

◼ ERC – PMU-B 国際研究者モビリティプログラム

欧州研究会議（ERC）と協力協定を締結し、タイの優
秀な研究者がヨーロッパのERC研究チームに参加で
きるようにした

→ タイの研究者の科学研究能力が向上し、将来的に
IPやディープテックベンチャーの創出につながる

◼ ISPF国際研究協力プログラム（British Council

経由）
クリーンエネルギー、水素、医療AI、バイオインフォ
マティクスなどの先端分野におけるタイと英国の共同
研究を支援 

→ こうした先端研究能力の発展は、大学主導のディ
ープテックスタートアップへと発展することが多い

（出所）PMU-B公式ウェブサイトおよびニュースを基に、MURCが作成
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NXPOにおける大学スタートアップ関連プログラムマネジメントユニット：PMUC

◼ PMUCは、トランスレーショナル研究、産業連携、アクセラレータープラットフォームへの資金支援を通じて、タイにおける「研究から市場へ
の移行」を推進している

◼ これにより、大学やディープテック企業がイノベーションを事業化し、国家の競争力を強化することを可能にしている

項目 内容

正式名称 Program Management Unit for Competitiveness (PMU-C)

略称 PMU-C (PMUCとも表記)

設立 2019年（NXPOの枠組みの下で設立）

所管省庁
高等教育・科学・研究・イノベーション省（MHESI）
※NXPOの下で運営

本部所在地
319 Chamchuri Square Building, 14th Floor, Phayathai Road, Patumwan, 

Bangkok 10330

組織形態 政府の研究・イノベーション資金支援機関（国家競争力強化）

ミッション
研究、イノベーション、トランスレーショナル研究を支援し、タイの国家競争力を
強化すること

コア戦略
マッチングファンド方式、トランスレーショナル研究、産業界との連携、研究イン
フラ（パイロットプラント）の整備、7つの重点産業分野への支援

提供される支援
競争的研究助成、アクセラレータープラットフォーム支援、研究成果の市場化支
援（Lab-to-Market）、知的財産支援、投資家および産業界との連携支援

主な対象 大学、研究者、中小企業、ディープテックチーム、イノベーション主導企業

主要プログラム
Deep Science & Technology Accelerator Platform; Innovation-Driven 

Enterprises (IDEs) Program; Global Partnership RDI-to-Commercialization

公式ウェブサイト https://pmuc.or.th

（出所）PMU-C公式ウェブサイトを基に、MURCが作成
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PMUC：競争力強化のためのプログラムマネジメントユニット

◼ PMUCは、事業化と最も直接的に結びついているPMUである
◼ 応用研究、技術移転、イノベーションプラットフォーム、中小企業および産業界との共同プロジェクトに対して資金支援を行っている

代表的な成功事例

（出所）PMU-C公式ウェブサイトおよびニュースを基に、MURCが作成

◼ Cleantech & Beyond – Digital Temperature Indicator 

(DTI) の事業化

PMUCは、VISTECの研究チームに重要な資金支援を提供し、温
度応答性材料技術を研究室段階のプロトタイプ（TRL4）から市場
投入可能な製品（TRL9）へと発展させることを可能にした。これに
より、DTI（Digital Temperature Indicator）の開発と、事業化のた
めの企業であるCleantech & Beyondの設立につながった

→ PMUCがトランスレーショナル研究支援およびスケールアップ

資金を通じて、大学のディープテック研究を実際の事業製品へと
転換できる能力を示している

◼ PMUC Deep-Tech Startup Pipeline (90社以上のスタート
アップ創出)

PMUCは、9大学における12のディープサイエンス・アクセラレータ
ープログラムへの投資と、PMUC CONNECTを通じた投資家マッ
チング支援により、90社以上のタイのディープテックスタートアップ
を育成し、9億6,500万バーツ以上の経済価値を創出

→ アクセラレーター、市場検証、投資家連携を通じて、大学が
ディープテックベンチャーを体系的に創出・成長させることを可能に
するPMUCのエコシステムレベルでの影響力を示している

ConfidentialConfidential



章区切り

77 MU Research and Consulting (Thailand) 

Digital Economy Promotion Agency

ConfidentialConfidential



78 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

項目 内容
正式名称 Digital Economy Promotion Agency（デジタル経済振興庁）
略称 DEPA

設立 2017年1月23日（デジタル経済社会開発法 B.E. 2560に基づく）
所管省庁 デジタル経済社会省（MDES）
本部所在地 バンコク、ラートプラーオ・ソイ10（2026年に新本部確定）
組織形態 政府機関（法人格あり、行政サービス機関・国有企業ではない）
従業員数 101〜250名

ミッション
デジタル産業とイノベーションの発展を促進・支援し、タイの経済、社会、文化、国家安全保障に利益を
もたらすデジタル導入を奨励する

コア戦略

◼ デジタルスキル開発
◼ デジタル産業・スタートアップ支援
◼ デジタルインフラ・エコシステム構築
◼ スマートシティ開発

支援内容

◼ スマートシティ開発
◼ スタートアップ支援・イノベーション促進
◼ デジタルスキル研修インセンティブ（企業向け最大250%税控除、個人向け50,000バーツ控除）
◼ デジタルカタログプラットフォーム（デジタル製品・サービス）
◼ 国内外の官民との連携

主な対象

◼ デジタルスタートアップ
◼ デジタル産業企業
◼ 地方自治体（スマートシティ事業）
◼ 学生・デジタル人材育成者

主要プログラム スマートシティプログラム（スマートシティアンバサダー＆スマートシティ開発）
公式サイト https://www.depa.or.th/en/home 

depa（デジタル経済振興庁）

◼ depaは、タイのデジタル変革を推進し、デジタル経済の成長を促進するタイの主要政府機関である

（出所）depa公式サイトをもとにMURCが作成
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depa投資ポートフォリオ

◼ depaは約200社のデジタル事業を支援しており、ポートフォリオ総額は約1億4,400万米ドルに達する

（出所）depa聞き取り調査をもとにMURCが作成
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depa：主要戦略

◼ MDES（デジタル経済社会省）が定めた国家デジタルアジェンダに沿って、depaの主要戦略は、人材育成、産業近代化、社会的包摂、デ
ジタルインフラ整備、組織の卓越性を通じたタイのデジタル変革を推進している

1. デジタル人材とスキルの育成
デジタル時代に対応した人材を育てるため、デジタル人材プールの拡大とスキル向上
を図る

2. 伝統産業の高付加価値デジタル経済への転換
中小企業や伝統的産業を対象にデジタル技術の導入を支援し、デジタル変革を推進
する

3. デジタル技術を通じた新たな機会創出と社会的公平性の促進
デジタルツールを活用して不平等を解消し、社会のあらゆる層がデジタルの恩恵を受
けられるようにする

4. デジタルインフラ・エコシステムの構築・強化
デジタルインフラを整備し、テック系スタートアップを支援することで、全国規模のデジタ
ル経済エコシステムを強化し成長させる

5. depa組織の効率性・持続可能性の向上
デジタル技術を活用して内部管理を改善し、より効率的・透明・持続可能な組織を
目指す

（出所）depa年次報告書をもとにMURCが作成

depaの主要戦略
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depa：政策・支援

◼ depaは、デジタルスキルの開発、スマートシティエコシステムの構築、組織のデジタルインフラの強化、安全で包括的なデジタル経済のた
めのガバナンスと技術基準の確保といった政策を通じて、タイのデジタル変革を推進している

（出所）depa公式サイトをもとにMURCが作成

政策タイプ 概要 プロジェクト例

1) デジタル経済振興計画

全産業分野でのデジタル経済拡大・
デジタル競争力向上・デジタル普及
を促進する国家政策

■ デジタルスキルロードマップ：全年齢層向けに、基礎・キャリア・専門レ
ベルのデジタルスキル習得経路を提供

■ Coding for Better Life：ブートキャンプ・ワークショップ・カリキュラム
開発・コーディング教室の整備を通じたコーディング研修

■ 21世紀コーディング学習センター：学校にSTEM・IoT・AIのコーディング
学習環境を整備し、教員研修や体験型学習を実施

■ Future Digital Skills for Workforce：Python・API デザイン・クラウ
ド・ブロックチェーン・AI/ML・データスキルなどの高度技術研修を提供

■ Seed Thailand：民間企業と連携し、大学生に将来のキャリアに必要な
デジタルスキルを習得させる研修プログラム

2) スマートシティ開発計画

スマートシティインフラの全国展開・

スマートリビングシステム・行政サー
ビスのデジタル化・住みやすい
スマートシティ開発を支援する政策

■ スマートシティリーダーシップ（SCL）プログラム：地方幹部がスマートシ
ティ戦略を立案・主導・実施できるよう支援する研修

■ スマートシティ・スタートアップ展開プログラム：自治体とタイのデジタル
スタートアップをつなぎ、都市管理システムやデジタル決済・課金システ
ムなどの実際のソリューションを導入

■ スマートシティ推進ゾーン：自治体にデジタル基準・フレームワーク・技
術支援を提供し、スマートシティの迅速な展開を促進
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depa：政策・支援

◼ depaは、デジタルスキルの開発、スマートシティエコシステムの構築、組織のデジタルインフラの強化、安全で包括的なデジタル経済のた
めのガバナンスと技術基準の確保といった政策を通じて、タイのデジタル変革を推進している

（出所）depa公式サイトをもとにMURCが作成

政策タイプ 概要 プロジェクト例

3) depa戦略的経営計画

depaの業務強化・デジタル変革推
進・全国サービスカバレッジ拡大を目
的とした内部戦略計画

■ Thailand Digital Valley (TDV)：R&D・スタートアップ・学習・技術事業
化のための国家デジタルイノベーションハブを整備

■ depa デジタルスタートアップセンター：インキュベーション・メンタリング・
ワーキングスペース・市場アクセスプログラムを通じてスタートアップを
支援

■ d-stationセンター：地域でデジタル行政サービス・デジタルリテラシー
プログラム・中小企業や地域のデジタル普及支援を実施

4) リスク管理・グッドガバナンス計画

全国のデジタル技術導入における透
明性・品質・安全性・ガバナンスを確
保する計画

■ Thailand Digital Catalog：政府・企業調達向けの認定デジタル製品・
サービスのマーケットプレイスを提供

■ dSURE認証：デジタル製品の品質・信頼性・安全性を検査・認証し、信
頼できる利用を担保

■ デジタル技術標準・試験イニシアティブ：ハードウェア・ソフトウェア（ドロ
ーン、デジタル機器等）の標準策定と試験を実施

■ HelpT / HelpT Plus：自治体が緊急報告を管理し、迅速な対応を調整
できるようにするデジタルプラットフォームを提供
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depa 成功事例：OTOD デジタルドリアン

◼ OTODデジタルドリアンイニシアティブは、タイのドリアン産業に先進デジタル技術を導入し、グローバル競争力の向上と偽造品の排除を
目的とした取り組みである

depaによるOTODデジタルドリアンへの支援内容

1. 技術サポート
ブロックチェーントレーサビリティ、AI品質グレーディング（dSURE）、IoTスマ
ート灌漑、AIカーボントラッキングなどのコアデジタルテクノロジーを提供する
ことでOTOD Digital Durianを支援し、プロジェクトのデジタル変革システムの
基盤を形成

2. エコシステム・連携支援
OTODデジタルプラットフォームに農家をつなぎ、産業界と連携して農業用ド
ローン訓練センターを5拠点設立し、政府機関とも調整を図ることでエコシステ
ムを強化。6,000世帯以上の農家が最新のデジタル農業ツールを導入できる
環境を整備

3. 過去のOTOD資金モデルを通じた支援
デジタルドリアンは専用ファンドを受けていなかったが、政府資金による
OTODコミュニティドローンプロジェクト（200億バーツ超の経済価値創出）など
の過去のOTOD支援プログラムから恩恵を受けている

成果：
本プロジェクトはタイのドリアン産業において、完全なデジタルトレーサビリティの実現と品質向上を可能にし、農家が
偽造品に対抗し効率化を図るのを支援した

（出所）depa公式サイトおよびニュースをもとにMURCが作成
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depa イベント例：depa デジタルスタートアップファンド2025

◼ depaデジタルスタートアップファンド2025最終ピッチングイベントにおいて、タイのデジタルスタートアップ・エコシステムの強化を目的として、
初期段階のトップスタートアップ30社に600万バーツの資金提供を決定した

項目 内容

イベント名 ◼ 最終ピッチイベント：depa デジタルスタートアップファンド2025

場所 ◼ depa本部、Ladprao 10、チャトゥチャック、バンコク

目的
◼ 高い将来性を持つ初期段階のデジタルスタートアップに資金を提供し、

タイのスタートアップ・エコシステムを強化すること

主な活動内容
◼ 最終ピッチ、45社のファイナリストの評価、30社の受賞チーム選定、

全国規模のネットワーキングセッション

期待される成果
◼ 30社のスタートアップ企業に600万バーツの資金提供を実施
◼ デジタルスタートアップ企業の成長とエコシステム開発を強化

（出所）depa公式サイトおよびニュースをもとにMURCが作成
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タイ投資委員会
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BOI

◼ タイ投資委員会（BOI）は、スタートアップが成長・革新し、グローバルに競争できるよう設計された優遇措置、資金支援、戦略的政策を通じ
て、タイのスタートアップ・エコシステムの成長加速に中心的な役割を果たしている

（出所）BOI公式サイトをもとにMURCが作成

項目 内容

正式名称 タイ投資委員会

略称 BOI

設立 1966年7月21日

所管省庁 首相府

本部所在地 Bangkok, Thailand

組織形態 投資促進政府機関

ミッション
税制・非税制インセンティブによる国内外投資の促進、海外進出するタイ投資
家の支援

コア戦略

税制・非税制インセンティブによる投資促進

タイの競争力強化

イノベーション・技術推進（タイランド4.0）

重点産業への投資奨励

スタートアップ関連

BOIスタートアップ支援制度（2024〜2025年）
⚫ 認定投資家とのマッチング形式で2,000〜5,000万バーツの資金を提供

⚫ 対象はデジタル、バイオテック、自動車、スマートエレクトロニクスなど重
点産業の初期段階スタートアップ

⚫ 要件として、タイ法人登記、タイ人株主要件、NIA登録投資家からの最
低1,500万バーツのVC資金調達が必要

ConfidentialConfidential
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BOI：政策・支援

◼ 戦略的政策と実践的支援策を組み合わせることで、BOI は成長ポテンシャルの高いスタートアップがイノベーションを拡大し、投資を呼び
込み、グローバル舞台で競争できるよう後押ししている

支援項目 BOI の政策 BOI が提供するもの

スタートアップ・マッチング
ファンドプログラム
（2024〜2025年）

◼ マッチング投資政策（政府が民間VCファンドに対応）
◼ 1社あたり2,000〜5,000万バーツの共同

投資

◼ 重点産業政策（デジタル・スマートエレクトロニクス・次世代自
動車・バイオテク・ロボット・循環経済）

◼ プレシリーズAからシリーズAのスタート
アップ向け設計

◼ タイ人所有政策（タイ株主51%以上、創業者60%以上）
◼ NIA登録投資家からのVC資金1,500万

バーツ以上が必要◼ グローバル展開政策（スタートアップは国際市場戦略の提示
が必要）

税制・関税免除プログラム

◼ 税制インセンティブ政策（投資促進の中核メカニズム）
◼ 法人所得税（CIT）最大8年免除（分野に

よる）

◼ 2025年重点分野政策（デジタル・EV・グリーンエネルギー・デ
ータセンター） ◼ 機械・原材料の輸入関税免除

◼ 国内コンテンツやメイド・イン・タイランド政策（国内部品使用で
追加特典）

ビザ・労働許可証取得支援
◼ 人材誘致政策（高度外国人専門家のタイ誘致） ◼ 外国人専門家向け迅速審査

◼ 競争力強化政策（グローバル展開に向けた技術力強化） ◼ ビザ・労働許可証手続きの簡素化

デジタル・テックスタートアップ
促進

◼ デジタルインフラストラクチャとタイランド4.0ポリシー（デジタル
経済の近代化）

◼ デジタルサービス・ソフトウェア・クラウド・
データセンター向けBOIインセンティブ

◼ イノベーション・競争力政策（技術開発の促進）
◼ Thailand 4.0に即したデジタルインフラ

構築を支援

（出所）BOI公式サイトをもとにMURCが作成
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BOI：政策・支援

◼ 戦略的政策と実践的支援策を組み合わせることで、BOIは成長ポテンシャルの高いスタートアップがイノベーションを拡大し、投資を呼び込
み、グローバル舞台で競争できるよう後押ししている

支援項目 BOI の政策 BOI が提供するもの

中小企業・ニューエコノミー支援
プログラム

◼ イノベーション・ニューエコノミー政策（BCG・ス
マート製造）

◼ AI・ソフトウェア・アグリテック・ バッテリー・クリー
ンエネルギー分野の中小企業・スタートアップ向
け要件緩和

◼ BCG（バイオ・サーキュラー・グリーン）セクターと
新興技術をサポート

エコシステム連携：EEC・Sカーブ支援
◼ Sカーブ・クラスター開発政策（高付加価値産業

クラスターの促進）

◼ スタートアップをEEC高技術クラスター（EV・ロボ
ット・デジタル・航空等）に接続

◼ パートナーシップ構築・R&D連携・ サプライチェ
ーン統合を支援

コンプライアンス・実績管理フレーム
ワーク（2025年）

◼ グッドガバナンスとインパクトポリシー（実際の経
済効果に結びついた利益）

◼ コンプライアンス強化：人材育成・ 技術移転・地
域調達

◼ 不遵守の場合、特典が取り消される可能性あり

（出所）BOI公式サイトをもとにMURCが作成

ConfidentialConfidential
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SEC Thailand

◼ SEC Thailandは、公正で効率的な資本市場環境を整備することでスタートアップへの道を切り開いている

（出所）SEC公式サイトをもとにMURCが作成

項目 内容

正式名称 Securities and Exchange Commission, Thailand 

略称 タイSEC

設立 1992年5月16日

所管省庁 独立国家機関；財務大臣が同法の施行・政策監督を担当（MOF）

本部所在地 タイ、バンコク10900、チャトゥチャック、チョムポン、ウィパワディー・ランシット通り333/3

組織形態 タイの資本市場を監督・発展させる国家公的機関

ミッション 公正、効率的、ダイナミック、そして包括的な資本市場のための環境を確保すること

コア戦略

戦略計画2026：「信頼の構築、成長の推進」（規制の実効性、投資家保護）

中小企業やスタートアップの資本市場へのアクセス（LiVEx / SME-PO、PP-SME、クラ
ウドファンディング；ライトタッチな情報開示ベースの監督）

サステナブルファイナンス（Thailand ESGファンド；ISSB開示基準との整合）

規制合理化・デジタルプロセスによる市場効率化

スタートアップ関連

中小企業・スタートアップ向けの資金調達チャネル：クラウドファンディング、PP-SME、
SME-PO onLiVE Exchange（LiVEx）、SETとの連携、参入障壁を下げる「ライトタッチ」
アプローチ
クラウドファンディングおよびPP-SMEを通じたサステナビリティ債券へのアクセス
（中小企業・非上場企業向け転換社債を含む）

ConfidentialConfidential
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SEC Thailand：支援内容

◼ SEC Thailandは、初期段階のスタートアップから成熟企業まで全成長ステージの企業を支援するため、クラウドファンディング・私募・中
小企業公募・IPO上場を通じた資金調達の体系的な経路を提供している

ステージ 名称 対象 主な目的

1
クラウドファン
ディング

スタートアップ・アー
リーステージ企業

オンラインプラットフォームを
通じた初期資金調達

2 PP-SME 中小企業
特定の適格投資家からの資
金調達

3 PO-SME
拡張フェーズの中小
企業

柔軟な監督のもとでの公開
資金調達

4
IPO (SET / 

mai)
成熟企業 大規模公開資金調達と上場

チャネル 中小企業・スタートアップ数 累計調達額 備考

Crowdfunding 

（株式・債券）
546 180億9,000万バーツ

◼ 認定ファンディングポータル6社
◼ 1社が2025年にmaiへ移行

PP-SME 

（株式・転換社債）
33 15億1,244万バーツ ◼ OSMEPとの連携

PO-SME 

（LiVE取引所）
9 3億8,456万バーツ ◼ SETとの連携

利用実績（2026年1月31日現在）

（出所）SEC公式サイトをもとにMURCが作成
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規制サンドボックスの実施状況
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規制サンドボックス

◼ タイのサンドボックスフレームワークは、BOTとSECの監督のもと、金融・デジタル資産分野のイノベーションを開発・評価・改善できる管理
されたテスト環境を提供している

サンドボックス 監督機関 目的 試験されたイノベーション例

■ 金融イノベーション規制サンド
ボックス

■ Bank of Thailand 

（BOT）
■ フィンテック・決済技術のテスト

■ QR決済、生体認証ID、プログラマ
ブル決済、ブロックチェーン上の電
子マネー

■ デジタル資産規制サンドボッ
クス

■ タイSEC
■ デジタル資産サービスモデルの実環境

での試験
■ 取引所、ブローカー、カストディアル

ウォレット、観光客向けウォレット

■ デジタル資産サンドボックス
（BOT+SECエコシステム）

■ BOT + SEC
■ デュアル監督のもとでのデジタル資

産・暗号資産イノベーション推進
■ ステーブルコイン、トークン化、クロ

スボーダー決済

（出所）BOTおよびSEC公式サイトをもとにMURCが作成
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その他： テストベッドおよびPoCプラットフォーム（非規制プログラム）

◼ これらのプログラムは、非規制型のテストベッドおよびPoC（概念実証）環境として機能し、イノベーターが自らの技術を検証・開発するため
の設備、技術支援、実証フィールドを提供している

プログラム／組織 プログラムのタイプ 提供内容

depa Sandbox テストベッド／インキュベーション環境
設備、技術サポート、PoCゾーン、コラボレー
ションスペース

NSTDA – EECi / AST Park Testbeds 研究開発（R&D）テストベッド
研究室、ロボティクス／IoT／AI テスト、産業
用 PoC

NIA – Deep Tech Incubation インキュベーション + PoC 支援 研究室アクセス、PoC 資金提供、研究連携

ETDA – Digital Service Test Bed デジタル技術検証プラットフォーム
デジタルID、電子取引、サイバーセキュリティ
のテスト

Smart City Test Beds 

（チェンマイ、プーケット等）
都市型 PoC エリア IoT、モビリティ、環境関連の都市インフラ

Bangkok City Lab 都市イノベーションプラットフォーム 政府支援の PoC、データアクセス

TISTR Testbeds 産業・科学系のテスト施設
材料、バイオテック、化学、エンジニアリング
関連の研究室

BOI – Innovation / Test Bed Facilities 研究開発 + 施設支援
研究開発スペース、産業技術のパイロット
テスト

MOPH / THA – Health Innovation Test 

Bed
ヘルスケア分野の PoC 環境 医療技術・デジタルヘルスの早期評価

（出所） NSTDA, NIA, ETDA, Smart City Thailand Office, Bangkok Metropolitan Administration, TISTR, BOI, MOPH/THAの
ウェブサイトをもとにMURC作成
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BOT：金融イノベーション規制サンドボックス

◼ The Bank of Thailand （BOT）は、決済・生体認証・プログラマブル決済・デジタルIDなどの金融イノベーションを試験するための主要な
規制サンドボックスを運営している

ポイント

◼ 金融サービスに活用されるフィンテックイノベーション（電子マネー・国
境を越えた決済・プログラマブル決済・生体認証・QR決済等）のテストを
支援

◼ プロジェクトは管理されたリスク評価・限定ユーザー・監督下での評価
のもとで運営

◼ テスト期間：平均12ヶ月、BOT承認のもと延長可能
◼ 参加可否の決定：30〜45日以内
◼ 対象はフィンテック企業・金融機関・テックプロバイダー・関連事業者

BOTのサンドボックスにより、タイQR決済・生体認証・プログラマブル決済などの主要イノベーションがタイの金融システムにおいて安全に
テスト・普及することが可能になっている

（出所）BOT公式サイトをもとにMURCが作成
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SEC：デジタル資産規制サンドボックス

■ タイSECはデジタル資産サービスの管理された試験を支援するためのデジタル資産規制サンドボックスを導入している

対象サービス
◼ 以下6カテゴリのデジタル資産ビジネスが参加可能：
1. デジタル資産取引所
2. デジタル資産ブローカー
3. デジタル資産ディーラー
4. デジタル資産ファンドマネージャー
5. デジタル資産アドバイザー
6. カストディアルウォレットプロバイダー

主な特徴
◼ サンドボックステスト期間：1年間（延長可能）
◼ 参加には資本の十分性・強固な管理システム・運営準備の証明が必要
◼ システミックリスクを最小化するため、明確なスコープの設定が必要
◼ 2024年8月9日より正式に申請受付開始

SECデジタル資産規制サンドボックスにより、スマートコントラクトとAIを活用した最初の承認プロジェクト、観光客向け「Tourist Digi Pay」、
複数企業によるトークン市場・プログラマブル決済ソリューションの試験が実現している

（出所）SEC公式サイトをもとにMURCが作成
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日本の投資家および企業向け窓口

◼ 以下は、タイに進出する外国および日本企業向けの、政府機関別主要窓口一覧である

機関 問い合わせ可能性 連絡先の詳細 備考

NIA

〇
海外およびスタートアップ・エコシステ
ム関連の問い合わせのための明確な

窓口あり

• 一般問い合わせメール: info@nia.or.th
NIAはStartup Thailand Centerを通じて
国際的なスタートアップや投資家を積極
的に支援

• Startup Thailand Center（海外向け）メール: 

startup@nia.co.th

TED Fund
△ 

一般窓口のみ
外国人投資家向けの専用窓口なし

• メール: tedinfo@mhesi.go.th 主にスタートアップの資金調達申請者向
けで、外国投資家向け部門はない• 電話: 02-333-3700 内線 4072–4075 

NXPO
△ 

国際協力部門はあるが、直接窓口は
公開されていない

• 公式の活動・役割として「国際政策パート
ナーシップ部門」について言及あり
メール: info@nxpo.or.th

政策レベルの国際協力には適しているが、
投資家向けの明確な窓口はない

depa
〇

外国企業向けに複数の連絡手段あり

• 公式問い合わせメール: 

depaThailand@depa.or.th 

外国企業に対応する窓口、部署が複数
あり

• デジタルプラットフォーム部門（外国企業対
応）: dsp@depa.or.th 

• 海外地域拠点（例：米国）: dso-

us@depa.or.th, dne-cn@depa.or.th 

BOI
〇

タイで最も強力な外国投資家向け支援
体制

• BOI OSOS (One Start One Stop 

Investment Center): https://osos.boi.go.th BOI は外国直接投資の主要な公式窓口

• 外国投資家向けメール: head@boi.go.th 

SEC
△ 

規制一般の窓口のみ
外国投資家向け特別窓口なし

• 英語のデジタル資産事業紹介ページあり
メール: saraban@sec.or.th

SECは規制当局であり、外国投資家の
支援を目的とした機関ではないため、一
般的な問い合わせのみ受け付け

（出所）各種情報を基にMURCが作成
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日本向け窓口に関連する各機関の概要

項目 NIA depa BOI

日本へのスタンス 有効なコンタクトポイント
連携強化のためのプラット
フォーム

強固な投資家基盤と技術移転
体制を保有

最も必要とされる機能 高度なスキルを持つ人材支援 アクセラレータープログラム サンドボックスの成功事例

期待される役割
投資、ビジネスマッチング、共
同イノベーション

メンタリング、展示会、（日本向
け）市場参入支援

資金調達の促進、技術移転、
市場マッチング

注力分野
ヘルステック、農業、バイオテ
クノロジー、水素

デジタル技術、クリーンテック、
EV、モビリティ

農業、高付加価値食品、ロボ
ティクス、AI、医療、循環型
経済

課題
資金調達の難しさ、投資家と
起業家のマッチング不足

投資家と起業家双方からの露
出・認知不足

条件を満たすスタートアップの
不足、民間との適切な連携不
足

（出所）各種情報およびヒアリングを基にMURCが作成

Confidential
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100 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

depa・NIA・BOIの日本連絡事務所および連携状況

■ NIAは日本の大学・地方自治体・エコシステム関係者と連携しているが、その活動は、日本国内イベントでブースを設置したいタイのスター
トアップを支援することや、タイ国内イベントへの日本の地方自治体の展示誘致にとどまっている

■ タイのスタートアップ・エコシステムを強化する鍵は、さらに一歩進み、タイのエコシステムと日本のステークホルダーとの間に、より深いつ
ながりを構築することにあると考えられる

福岡

• 東京
• 川崎
• 横浜

• 京都
• 大阪
• 神戸
• 兵庫

出所：NIAデック

Confidential

（出所）各種ウェブサイトをもとにMURCが作成

Confidential



101 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

タイにおけるスタートアップコネクションの課題

Confidential

（出所）各種ウェブサイトをもとにMRI が作成

Confidential

現
地
の
ニ
ー
ズ

日
系
の
ニ
ー
ズ

行政機関

スタートアップ

投資家・事業会社

◼ 有望なスタートアップが少ない、見つけづらい

◼ マッチングは盛んだが協業まで進みづらい

◼ タイに進出をしたいが、、、、

✓ どうやって現地パートナーを探せばいいかわからない

✓ スタートアップ向けの行政サポートが複雑

✓ コネクションを作るのが難しい

◼ スタートアップ向け施策を組んでいるがうまくプロモーションができず、活用され

ていない

◼ 海外スタートアップ向けの優遇施策も用意しているが、もっと活用してほしい

◼ デジタルバレーサンドボックスを作ったが、企業誘致がうまくいっていない

◼ タイのスタートアップ・エコシステムは複数の行政機関があるうえ、民間のプレーヤーも多数存在するため、それらをワンストップでつなぐ
窓口がないため、エコシステムへのコネクションが見えづらいという課題がある



102 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

depa・NIAへのジャパンデスク設置の必要性、潜在的な役割・サービスメニュー

Confidential

（出所）各種ウェブサイトをもとにMRI が作成

Confidential

現地コネクションの接続
「Japanデスク」

現地スタートアップキープレーヤー
（政府機関・大学関係者・民間エコ
システムビルダー・VC、CVC、事業
会社・財閥）との接続窓口を設置し、
タイとグローバルをつなぐことで共
創活動を活性化させることを目的と
する

｜本提案のポイント｜

機能 1

⚫ 現地エコシステムの可視化を通じ
て、他国のエコシステムで見られ
るようなコミュニティへの参入機
会を日本主導で創出する

ビジネス化をサポートする
サンドボックス支援

タイにおけるサンドボックス活用は
有効であり、特にdepa DTVの活用
や医療・バイオ分野でのテストは、
スタートアップ製品の事業化を後押
しする可能性が高い。これらを円滑
に活用できるよう制度設計を支援す
ることで、イノベーション創出を促進
する

｜本提案のポイント｜

機能 2

⚫ タイでのサンドボックス支援→法
整備まで狙い、マーケットの創出
を促進する

大学発スタートアップの
創出支援

大学発スタートアップの創出支援は、
タイにおけるスタートアップ数拡大
に不可欠である。各大学が設置す
るホールディングカンパニーへの支
援や大学インキュベーション施設と
の連携をより効果的に進めることで、
スタートアップの量的拡大と質的向
上を実現していく

｜本提案のポイント｜

機能 3

⚫ 日本の大学発スタートアップ支援
を参照しつつ連携を模索すること
で、日タイ双方にとって相乗効果
の創出が期待できる

◼ タイのスタートアップ・エコシステムのスケールには、海外スタートアップ・VC・事業会社との連携が不可欠である
◼ グローバルでみるとシリコンバレー、シンガポールなどいずれも現地エコシステムへの接続ポイントが多数ある
◼ 一方タイにおいては、窓口もなく海外とタイをつなぐ接点が少ないことがスタートアップ・エコシステムのスケールの弊害の一つであると考え

られる
◼ ジャパンデスク設置により、タイとグローバル、特に日系企業との連携を強化していくことでエコシステムのスケールを目指す
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depa・NIAへのジャパンデスク設置の必要性、潜在的な役割・サービスメニュー

◼ 海外のスタートアップ・VC・事業会社との連携は、タイのスタートアップ・エコシステムのスケールアップに不可欠である。グローバルな観点
では、シリコンバレーやシンガポールにはいずれも地域エコシステムへの多くの接点が存在する

◼ 一方、タイではタイと他国をつなぐ窓口・接点が少なく、これがスタートアップ・エコシステムのスケールアップにとって障壁の一つになってい
ると考えられる

◼ ジャパンデスクを設立することで、タイと他国、特に日本企業との連携を強化し、エコシステムのスケールアップを目指すことができる

スタートアップ
(グローバル)

PoC

連携・投資

活用

スタートアップ
（タイ）

CVC・金融機関
（日系・タイ系）

フィールド提供

タイ国立大学 

研究機関

ジャパンデスク
（バンコク）

調達拠点 
（シンガポール・シリコンバレー）

グローバル協働

ASEANへの
展開アプローチ

タイ国内での
PoC

デジタルバレー
PoC実験の場
実証実験
法的枠組み

活用・協働

ジャパンデスク
（シラチャ）

エコシステム
連結

PoC

東南アジア
海外展開

日系企業

協働

協働

Confidential

（出所）各種ウェブサイトをもとにMURCが作成

Confidential
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■ これまでの関係者との協議を通じ、タイ政府・スタートアップ・日本企業はスタートアップイノベーション分野において以下の課題を抱えている
ことが確認されている

■ ジャパンデスクとデジタルバレーを活用したサンドボックス支援には、タイのスタートアップと日本企業の連携を通じたイノベーション創出を拡
大する可能性がある

タイでのフィールド試験を実施することで、日
本の事業会社・スタートアップにとっての知
見蓄積が可能になる

1

実証認定スキームにおける技術（シミュレー
ション等）の活用が確立され、近隣諸国への
横展開が可能になる
→ タイのスタートアップのスケールアップ

2

実証ルールの整備により、多くのスタートア
ップがフィールドを活用してPoCを実施して
いる

3

日本プレイヤーの技術力・製品の強化 グローバル認証スキームへの企業技術の
活用（日本の技術移転）

日本企業にとっての
投資・連携機会の創出

タイのデジタル分野の発展への貢献

日本企業の現地
展開と知見獲得

タイのDigital Valley

地域を軸とした開発・
技術導入

Thailand Digital Valley

Confidential

depa・NIAへのジャパンデスク設置の必要性、潜在的な役割・サービスメニュー

（出所）各種ウェブサイトをもとにMURCが作成

Confidential
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スタートアップ

デジタル技術

参考例：自動運転法制を通じたイノベーション市場の創出

◼ タイにおける重要産業の一つである自動車産業の高度化は、日本の技術を活用することで在タイ日系自動車サプライチェーンとのWin-

Winな関係構築につながる

◼ 本調査で提言する「JAPANデスク」や「デジタルバレーを活用したサンドボックス支援」により、タイのスタートアップと日系企業の協業を通
じたイノベーション創出の拡大が期待される

depa・NIAへのジャパンデスク設置の必要性、潜在的な役割・サービスメニュー

日本タイ

1) 実証の迅速な承認取得プロセスを含む自動運転マスタープランを策定

2) 自動運転スタートアップが現地に浸透できるコミュニティ形態の提言を含むマスタープランを策定

● スタートアップの開発は進んでいない

● フィールド展開の計画は進んでいるものの、
コンテンツや顧客獲得は遅れている

デジタル技術

● 日本の企業やスタートアップがデジタル技
術に参入することを期待

● 自動運転は関心の高い分野の一つであり、
タイは実用化を期待

スタートアップ

スタートアップを現場で結集させる
システムのニーズ

実用化に向けた実証フィールドの整備
や企業誘致の強化のニーズ

● 海外の内部ネットワークに参入したり、入
口を確立する機会を創出したりすることは
困難

● 2016年に自動運転システムの公道実証実

験ガイドラインが制定されて以来、日本国
内では実証が進んでいるが、海外市場へ
の展開は遅れている

企業とつながるコミュニティへのアクセス
ニーズ

自動運転分野で大きな可能性を秘めた
ASEANへの進出のニーズ

デジタル領域の強化 ASEAN市場への参入

自動運転

レベル4

IoT

ドローン

Web3

など

日系企業

タイスタート
アップ

Confidential

（出所）各種ウェブサイトをもとにMURCが作成

Confidential

日系
スタートアップ
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■ タイの大学発スタートアップの創出を増やすことはエコシステムの成長には必要な要素であり、タイ国立大学への支援の一つとして九州の
エコシステムの取り組みとの連携、ナレッジ共有も有用である

Confidential

日本の大学発スタートアップ・エコシステムとの連携-九州のエコシステム-

（出所）PARKSウェブサイトをもとにMRI が作成

Confidential

大学発スタートアップ向け
VC

福岡県・福岡市

九州地場企業

政府機関 大学インキュベーション
機関

サポート

活用・連携

出資

LP出資
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日本におけるタイ投資委員会（BOI）の活動

■ タイ投資委員会（BOI）は、投資政策の立案・投資プロジェクトの承認・インセンティブの付与を担当するタイ首相府傘下の投資促進機関で
ある

■ 東京と大阪に事務所を持ち、セミナー等を通じてタイへの投資情報提供や相談対応を積極的に行っている

活動内容

（出所）タイ投資委員会

◼ 和歌山県は2023年10月にBOI と覚書（MOU）を締結し、相互投
資促進に向けた継続的な交流を維持している

◼ 2025年版タイBOI ガイドは193ページの日本語資料で、投資規制
を詳しく解説している

ConfidentialConfidential
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タイにおける日系企業向けBOIサービス

■ BOIは外国人専門家サービスやヘルプデスクなどのサービスも提供している

■ 日系企業向けのビジネスマッチングイベントが、毎年タイで開催されている

外国人向けBOIのコンタクトセンター

ヘルプデスク

活動内容

⚫ BOI はJETROおよびJCC（在タイ日本商工会議所）が主導する日
系投資家と会合を行い、タイの投資環境への信頼を強化している。
5つの重点分野に注力し、スタートアップやグリーン産業を支援

⚫ 日本の経団連とも会合を持ち、政策説明を実施している

（出所）タイBOI、The Nation、経団連、タイ商工会議所・タイ商業会議所

● 外国人が利用可能な連絡手段：

- 電話

- Email

- LINE

- Facebook

- ウェブ予約フォーム

● 外国人はLINEでBOIエキスパート
サービスに連絡可能

ConfidentialConfidential
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大学発スタートアップ・エコシステムの概要

◼ タイの大学発スタートアップ・エコシステムは、研究成果やIPをディープテック・スタートアップへと転換する仕組みを形成しており、大学・
国家イノベーション機関・産業パートナーの連携によって支えられている

構成要素 概要

1. 技術移転とIP管理（TTO/TLO）
大学IPの管理、事業化可能性の評価、技術のスクリーニング、ライセンス交渉、研究
と産業界の連携

2. イノベーションハブとインキュベーションプログラム
学生と研究者向けに、コーチング、事業開発、メンタリング、スタートアップ研修、起業
スキルの提供

3. 大学ホールディングカンパニー
大学の投資・事業化部門として、スピンオフ企業への出資やJV運営、ディープテック系
スタートアップの設立および成長促進

4. 資金調達と資本アクセス
PoC（概念実証）助成金、大学のシード資金、政府の研究開発資金、
マッチングファンド、共同投資、VC／エンジェル投資家とのネットワーク提供

5. 研究インフラと試験施設
ラボ、パイロットプラント、試作設備、サイエンスパークなどの提供を通した、技術の
検証と事業規模拡大支援

6. 人材育成と起業家精神育成
スタートアップコース、イノベーションプログラム、ハッカソン、研究者の起業スキル
育成推進

7. 産業界との連携と市場連携
産学連携による共同開発、パイロットテスト、規制サンドボックス、大学発技術の市場
導入促進

8. 国家イノベーション機関の支援
MHESI（NIA・TED・NXPO）、NSTDA、depaなどを通じた研究資金、規制支援、
インフラ提供および大学との連携強化

（出所）各大学および政府機関の公式ウェブサイトを基にMURCが作成

Confidential
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タイにおける大学発スタートアップ成功の鍵

◼ タイにおける大学発スタートアップの成功を形作る主な要因は以下のとおりである

主な成功要因

◼ 研究領域の強みと連動し
たディープテック特化

トップクラスの大学は、AI、
先端材料、バイオテクノロ
ジーといったディープテック
分野に特化しており、学術研
究の強みを直接活かして成
功している

タイの大学発スタートアップは、ディープテック研究の強みと、多様な資金調達、強いリーダーシップによる支援、
明確なガバナンスを組み合わせることで成功を収めている

◼ 多様な資金源と国の支援
プログラム

NIAや産業界との連携など、
複数の外部資金にアクセス
できる大学は、研究開発 → 

市場化（R&D-to-Market） の
移行がスムーズで、ディープ
テック系アクセラレーターの
育成も加速できる

◼ 大学理事会や経営層によ
る積極的な支援

大学の理事会や経営層が強
く支援する大学は、リソース
の迅速な活用、意思決定の
スピード、事業化判断の迅
速化が可能となり、成功確
率が高まる

◼ 透明性のあるガバナンス、
IP管理、評価基準の整備

成功している大学では、IP管
理、ライセンス運用、評価委
員会による決裁プロセスな
どのガバナンスが明確で、ス
ピンオフ企業の誕生と成長
を体系的に支えている

出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイで成功する大学発スタートアップの成長ステップ

◼ タイの大学発スタートアップは、市場参入から事業拡大に至るまで、いくつかの共通した成長ステップをたどる傾向がある

タイで成功する大学発スタートアップの典型的な成長ステップ

ステップ1： ディープテック研究 → PoC（概念実証）

◼ 成功する大学発スタートアップは、バイオテック、ロボティクス、フードテック、先端材料、AIといったディープサイ
エンスとテクノロジーの研究から始まる

◼ その後、タイの大企業が、顧客探索を通じて研究者の技術の実現可能性を検証し、研究課題を実際の市場
ニーズに合わせて洗練することで支援する

（出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

ステップ2： インキュベーション → アクセラレーション→ IPと資金調達準備

◼ 成功する大学は、明確に定義された、インキュベーションからアクセラレーションまでのパイプラインを運用して
いる

◼ これには、プロトタイプの改良、市場テスト、IP登録、事業化に向けたトレーニング、多様な資金源へのアクセス
が含まれる

ステップ3： スピンオフ設立 → 投資家マッチング → グローバル展開

◼ 技術が検証され承認されると、チームは正式なスピンオフを設立し、国内のイノベーションネットワークを通じて
投資家とつながり、市場に参入する

◼ その後、グローバルアクセラレーターやシンガポール、香港、日本、韓国などの海外拠点との連携を通じ、国際
展開と規制対応の準備を進める

Confidential
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タイにおける大学発スタートアップが直面する主な課題

◼ タイにおける大学発スタートアップが直面する主な課題として以下が挙げられる

タイの大学発スタートアップが直面する主な課題

◼ 事業化およびIP

管理の限界

IPライセンス手続きや

スピンオフ設立プロセス
が遅く複雑

研究成果を市場性のあ
る製品へと転換する能
力が不足

◼ ビジネススキルと
ディープテック事業
化スキルの不足

研究者や学生の技術
的専門知識は高い一方、
ビジネス、市場、事業開
発、製品開発のスキル
が不足

◼ 資金および投資家
の準備不足

大学や政府による

シード資金が依然とし
て不十分

投資家向けの資料作成
や投資家対応能力が
弱く、投資家の評価基
準に達しないケースが
多い

◼ 大学の支援体制の
断片化

TLO、インキュベーター、

アクセラレーター、大学
ホールディングカンパ
ニーは、それぞれ独立
して運営され、連携が
弱い

産業界とのネットワーク、
実証実験、事業化ルー
トとの接続が不十分

◼ 規制や行政上の
制約

大学や政府の調達プロ
セスや出資規制が機敏
性を低下させている

ディープテック領域では
厳しい規制要件に直面
することで、市場参入が
遅れる

タイの大学発スタートアップは、構造的および能力的なギャップにより、
事業化、投資獲得、市場展開の段階で成長が阻害され続けている

（出所）大学への聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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大学発スタートアップ支援政策の現状

◼ 政府機関は、資金提供、アクセラレーター連携、事業化支援を通じて、大学が強固なスタートアップ・エコシステムを構築する能力を強化し
ている

（出所）各機関公式ウェブサイトを基にMURC作成

政府機関 大学支援の内容 提供される支援

デジタル経済振興庁
（depa）

◼ depaは、高等教育機関におけるデジタルスタートアッ
プ育成を強化する国家レベルのプログラムを運営して
いる

◼ Digital Startup Institute を通じて10大学と連携し、
初期段階のアイデア育成、デジタル起業の促進、大学
発スタートアップ能力の強化を支援している

大学内でのインキュベーションおよびアイデア創出支援

デジタルスタートアップ関連カリキュラムおよび研修開発

大学・産業界・政府を連携させるエコシステム構築

国家イノベーション庁
（NIA）

◼ NIAは大学と連携し、分野別イノベーションプログラム
を開発している

◼ 特にマヒドン大学および産業パートナーと共同で
Space-F Accelerator を運営し、研究成果の社会実装
およびフードテック分野のスタートアップ成長を促進し
ている

大学との共同アクセラレーター運営

研究開発支援およびイノベーションインフラへのアクセス

市場および産業界とのマッチング

TEDファンド

◼ MHESI はTEDファンドを通じて、大学の研究者、教員、
学生イノベーターに対して資金支援を提供している

◼ この支援により、大学発技術のプロトタイプ開発および
初期事業化が促進される

初期段階のイノベーション資金

プロトタイプ開発支援

事業化準備支援

国家科学技術
イノベーション政策局

（NXPO / PMUs）

◼ NXPO はミッション志向型資金ユニット（PMU）を統括
し、大学研究を国家の事業化戦略と整合させる政策
レベルの役割を担っている

◼ また大学の研究開発がスタートアップ創出へと移行
できるよう戦略的方向性を示している

研究成果事業化に関する政策レベルの支援

大学 R&D と国家優先政策の戦略的整合

PMU を通じたイノベーションプログラム支援

Confidential



章区切り

117 MU Research and Consulting (Thailand) 

ホールディングカンパニーの運営状況

Confidential



118 MU Research and Consulting (Thailand) 

LINE 本文ページ

ホールディングカンパニーの運営状況（2026年2月時点）

No. ホールディングカンパニー 設立情報 主な投資分野 投資手法
ポートフォリオ企

業数

1
CU Enterprise

（チュラロンコン大学）

CU保有比率 99.8%

設立 2019年6月17日
登録資本金 4億バーツ

デジタルテック／ディープテック エクイティ投資

40（ホールディン
グ：7、スピンオフ：
33）

2
Ang Kaew Holding

（チェンマイ大学）

大学保有 49%

開発基金 40%

その他：11%
設立 2020年10月

先端製造、バイオテクノロジー、クリーンエネルギー、
食品・飲料、IT エクイティ / IP 21

3
Nawawiwat

（キングモンクット工科大学トンブリ校）

大学保有比率 99.96%

設立 2020年10月
登録資本金 25万バーツ

先端製造、バイオテクノロジー、自動車、クリーンエネ
ルギー、食品、IT、AI IP 30

4
TUIP

（タマサート大学）

大学保有比率 98%

設立 2019年
登録資本金 100万バーツ

人工知能 IP 3

5
Kuniverse

（カセサート大学）
設立 2022年6月22日
登録資本金 400万バーツ

先端製造、バイオテクノロジー、食品・飲料 エクイティ / IP / その他 11

6
TSU Enterprise

（タクシン大学）
設立 2023年11月27日
登録資本金 100万バーツ

食品・飲料、工芸、料理・化粧品、コミュニティ観光、
文化イノベーション、農業、エネルギー エクイティ / その他 3

7
KMITL Ladkrabang

（キングモンクット工科大学ラートクラバン校）
設立 2024年
登録資本金 1,000万バーツ

先端製造、バイオテクノロジー、IT、AI、スマートマテ
リアル エクイティ / IP 7

8
PSU Holding

（プリンス・オブ・ソンクラー大学）
設立 2023年3月27日
登録資本金 5,000万バーツ

先端製造、食品・飲料 エクイティ / IP 1

9
MAGROW Holding

（メーファールアン大学）
設立 2019年8月9日
登録資本金 2,000万バーツ

アグリテック／フードテック エクイティ / IP 2

10
SUTx

（スラナリー工科大学）
設立 2024年1月31日
登録資本金 100万バーツ

ディープテック、AI、スマートシティ、気候テック エクイティ / IP / 契約

6（ホールディン
グ：4、スピンオフ：
2）

11
Sri Thannarat

（ワライラック大学）
設立 2018年12月12日
登録資本金 500万バーツ

- - -

12
Silpakorn Holding

（シラパコーン大学）
設立 2024年11月21日（新規）
登録資本金 500万バーツ

アートテック、アート、クリエイティブ、サイエンス＆
テック

エクイティ / IP / その他 -

13
MU Holding

（マヒドン大学）
転換中 医療／ヘルステック - -

Confidential
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KMUTT： スタートアップ・エコシステム概要

◼ KMUTTはKXハブを通じて、活力あるディープテック・スタートアップのエコシステムを推進し、インキュベーション、アクセラレーション、産業
界との協働を通じてイノベーターを支援している

カテゴリー 詳細

スタートアップハブ
◼ KX Knowledge Exchange（KXビル）：KMUTTの知識・技術・イノベーション交流の中心拠点
◼ KMUTTの研究者、学生、スタートアップ、中小企業、産業パートナーをつなぐハブとして機能

KXの主な機能
◼ スタートアップおよびイノベーション・エコシステムの構築拠点として機能
◼ 学術界、スタートアップ、中小企業、企業間の連携プラットフォームを提供
◼ 学生に実践的な経験を提供するとともに、タイの技術およびイノベーション能力の向上に貢献

スタートアップ支援サービス

◼ インキュベーションおよびアクセラレーション・プログラム
◼ 専門家によるメンタリングおよびコーチング
◼ 資金調達および投資家ネットワークへのアクセス
◼ コンセプトを製品化するためのプロトタイプ支援
◼ コワーキングスペース、オフィス、イベントスペースの提供
◼ 将来の人材育成のためのスキル向上および研修プログラム

ホールディング会社
◼ KMUTTのイノベーション・エコシステムの一環として、学生の起業能力の育成を支援
◼ 大学のイノベーション活動を推進するため、運営および投資関連サービスを提供
◼ 教育支援活動の一環として位置付けられ、能力開発およびイノベーション推進の役割を強化

重点技術分野（ANT）
◼ ロボティクス、AI、IoT、ヘルステック、クリーンエネルギー、医療物流、水素製造、スマート農業、

ディープテック・イノベーション

（出所）KX Innovation公式ウェブサイトを基にMURC作成
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KMUTT： スタートアップ・ポートフォリオ

◼ KMUTTのKXイノベーションセンターは、実践的かつ協働型のスタートアップ環境を提供しており、これまでに200社以上のスタートアップを
支援し、2,500件以上のイノベーション活動を創出、さらに650万米ドルの資金動員を実現している

◼ これらの取り組みは、産業界、学術界、およびイノベーション・エコシステムの80以上の機関との連携によって強化されている

（出所）KX Innovation公式ウェブサイトを基にMURC作成
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KMUTT 事例イベント： ANTアクセラレーター

◼ ANT Accelerator は、研究者、学生、イノベーターを成功するディープテック起業家へと育成することを目的とした、KMUTTの
フラッグシップ・プログラムである

◼ 本プログラムは、PMUC、RIPO、Techbiteと連携し、KX Knowledge Xchangeにより実施されており、KMUTTの起業家型大学への
転換を強化している

◼ ANT Accelerator は、研究成果をディープテック・スタートアップへと転換するためのKMUTTの戦略的プログラムであり、
Techbiteエコシステムを通じて資金支援、メンタリング、事業化支援、産業連携の機会を提供している

（出所）KX Innovation公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Chula： スタートアップ・エコシステム概要

◼ チュラロンコン大学は、CU Innovation HubおよびCU Enterpriseを通じて包括的なスタートアップ・エコシステムを推進し、アイデア創出
から事業化、産業連携に至るまで創業者を支援している

カテゴリー 詳細

スタートアップハブ

◼ CU Innovation Hub： CUのイノベーション、起業、スタートアップ開発の中心拠点
◼ コワーキングスペース、トレーニング、コンペティション、プロトタイピング支援を提供
◼ 研究者および学生起業家のためのローンチ拠点として機能し、CUのイノベーション・エコシステムの中核を

担う

CU Innovation Hubの
主な機能

◼ アイデアを拡大可能な事業へと発展させるインキュベーションおよびアクセラレーションプログラムを提供
◼ CUの学生および研究者の起業家精神と創造的能力を育成
◼ コワーキングスペース、メンタリング、事業開発プログラム、プロトタイプ支援を提供
◼ 共同プログラムやイベントを通じて、学術界、イノベーター、産業パートナーを結び付ける

スタートアップ支援サービス

◼ 専門家、起業家、産業界リーダーによるメンタリングおよびコーチング
◼ 構造化されたプログラムによるシード資金および初期段階支援
◼ ハッカソンおよびイノベーションコンペティション（例：JUMP Thailand Hackathon 2025）
◼ 知的財産に関する助言および事業化支援
◼ コワーキングスペース、イノベーションラボ、プロトタイピング施設へのアクセス

ホールディング会社

◼ CU研究成果の投資および事業化を管理し、CUの正式なホールディング会社として機能
◼ ディープテック、ヘルステック、バイオテクノロジー、ロボティクス、フードテック分野に投資
◼ 学部レベルのホールディング会社（CU Dent Enterprise、CU Vet Enterprise、CU Pharm）を統括し、

分野横断的な事業化を推進

Focus Technologies
◼ ディープテック、エンジニアリング、スマートロボティクス
◼ ヘルステック、医療AI、バイオテクノロジー、バイオ医薬
◼ フードテックおよびサステナブル材料

（出所）CUIhub公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Chula： スタートアップ・ポートフォリオ

◼ チュラロンコン大学は、タイで最も先進的かつ多層的な大学スタートアップ・エコシステムの一つを運営しており、354社のスタートアップ、
100社のスピンオフ、評価額220億バーツ、10の学部レベルのホールディング会社、さらにスピンオフクラブには200名以上の研究者起業
家が参加している

（出所）CUIhub Innovation公式ウェブサイトを基にMURC作成

NO. 企業名 製品 所属

1
Baiya Phytopharm Co., Ltd.

https://baiyaphytopharm.com/ 

BaiyaPharming バイオテクノロジーにより植物からタンパク質分子を生成する技術を用いた、
タバコ葉由来のCOVID-19ワクチン

薬学部

コラーゲン生成と細胞再生を促進する高機能アンチエイジング成分「Baiya Plant EGF」

2
Mineed Technology Co., Ltd.

https://mineed.tech/ 
有効成分を正確に皮膚へ浸透させるターゲティング薬物送達技術。2分以内に皮膚へ浸透し、
医薬品、化粧品、ワクチン用途に適用可能

理学部

3
Prime Nanotechnology Co., Ltd.

https://www.prime-nano.com/ 
水性銀ナノコンポジット技術を用いた抗菌スプレー 理学部

4
ViaBus

https://www.viabus.co/ 

タイ初のリアルタイム交通追跡・ナビゲーションアプリ。バス、ミニバス、BTSスカイトレイン、地
下鉄、鉄道、エクスプレスボート、フェリー、長距離バンなど、すべての公共交通機関を1つのア
プリで統合し、70以上の県を網羅している。ViaBusのユーザーは、バスの現在位置や車両番
号、最寄りの停留所を確認できるほか、最適なルート検索が可能で、タイ人および外国人の公
共交通利用をサポートする

工学部

5
Bio Om Co., Ltd.

https://www.bio-om.com/ 

土壌浄化を目的とした微生物「Khuekkhak」 理学部および有害物
質管理センターバイオ酵素による果物・野菜洗浄製品

スピンオフ・スタートアップ企業の例
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Chula 事例イベント： Go Global Startup Bootcamp

◼ Go Global Startup Bootcampは、チュラロンコン大学のInnovation HubがFounder Instituteと共同で開催したプログラムであり、タイ
のスタートアップが米国および国際市場へ進出するために必要なスキル、メンタリング、グローバルネットワークを提供することを目的とし
ている

◼ 本プログラムでは、集中ワークショップ、Go-to-Market戦略セッション、そしてシリコンバレーの専門家とのネットワーキングを通じて支援
が行われた

◼ Go Global Startup Bootcampでは、タイ全国から33のスタートアップチーム（チュラロンコン大学のスピンオフ企業を含む）が選抜され、
グローバル市場への展開に向けた集中的なトレーニングに参加した

◼ さらに、その中から優秀な2チームが選ばれ、米国で開催されたDC Startup & Tech Weekへの追加参加の機会を得た

（出所）CUIhub公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Thammasat： スタートアップ・エコシステム概要

◼ タマサート大学は、IP管理、インキュベーション、アクセラレーション、事業化支援を含む包括的な大学主導のスタートアップ・エコシステム
を構築しており、タイのイノベーション環境の推進において中心的な役割を果たしている

カテゴリー 詳細

スタートアップハブ

◼ Thammasat University Intellectual Property and Business Incubation Center（TUBI）： 知的財産
サービス、スタートアップ・インキュベーション、プロトタイピング、事業化支援を提供するTUの主要
イノベーション拠点

◼ Thammasat Creative Space（TCS） および大学全体のイノベーションプログラムを通じて創業者を
支援

TUBI / TUイノベーションシステムの
主な機能

◼ 知的財産管理、特許出願、著作権、技術移転に関するコンサルティングを提供
◼ ライセンス、スピンオフ設立、スタートアップ創出を通じてTU研究の事業化を支援
◼ Startup Ecosystem@TU を開催し、起業家育成、専門家セッション、インキュベーション活動を実施

スタートアップ支援サービス

◼ スタートアップ向けの統合支援システムを提供（アイデア創出、プロトタイピング、インキュベーション、
IP・ビジネスコンサルティングを含む）

◼ Thammasat Creative Space（TCS） を通じたプロトタイプ開発支援（3Dプリンター、レーザーカッター
などのメーカーツールを提供）

◼ TU IP を通じたエンドツーエンドのスタートアップ支援（IP登録、メンタリング、事業化支援）
◼ 88 SANDBOX を運営し、スキルトレーニング、メンタリング、ハッカソン、投資機会を提供する主要

起業プラットフォームとして機能

ホールディング会社
◼ TUIP Co., Ltd. はホールディング会社として研修サービスを提供し、研究連携から生まれる成果の事

業化を支援

重点技術分野
◼ SDGs・社会イノベーション、災害レジリエンス技術、持続可能な都市生活、ヘルス＆未来食品

イノベーション

(Source) Created by MURC based on TUSAT official website
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Thammasat： スタートアップ・ポートフォリオ

◼ タマサート大学のスタートアップ・エコシステムは拡大を続けており、36社のスタートアップを支援するとともに、300件以上の知的財産を
創出している

◼ 国家イノベーション機関、産業パートナー、先端技術機関との強固な連携を通じて事業化を推進している

（出所）TUSAT公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Thammasat 事例イベント： Thammasat Startup The Next Gen 2025

◼ Thammasat Startup The Next Gen 2025 は、タマサート大学学生部およびCase of Thammasatグループが主催する、大学全体を
対象としたスタートアップ・ビジネスモデルコンペティションである

◼ 本プログラムは、学生の起業家スキルを育成し、アイデア段階からプロトタイプ開発まで、初めてのスタートアッププロジェクト構築を支援
することを目的としている

◼ Thammasat Startup The Next Gen 2025 では、優秀な学生チームが誕生し、10万バーツ以上の賞金を獲得するとともに、ビジネス
モデルを全国レベルのコンペティションへと発展させた

◼ 参加者からは、実践的なスタートアップ経験と専門家によるメンタリングを提供する本プログラムが、起業家スキルの向上に大きく貢献
したとの評価が寄せられている

（出所）TUSAT公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Mahidol： スタートアップ・エコシステム概要

◼ マヒドン大学は、医療・ライフサイエンス研究におけるリーダー的地位を活かし、研究からディープテック・スタートアップの創出および事業
化までを支援する包括的なイノベーション・エコシステムを運営している

カテゴリー 詳細

スタートアップハブ

◼ iNT Mahidol は、大学のイノベーション、技術管理、スタートアップ支援の中核拠点として機能しており、
インキュベーションおよびコワーキングスペースは1,400平方メートル以上に及ぶ

◼ 施設には Innogineer Studioや University-Industry Co-working Space（UIC）があり、研究者、学生、
異分野連携を支援している

主な機能

◼ 知的財産管理、技術移転、事業化プログラムを提供
◼ イベント、産業パートナーシップ、国際連携（例：Leave a Nest SingaporeとのMoU）を通じてマヒドン大学の

イノベーション能力を強化
◼ Mahidol SDGs Impact ChallengeやIP特化型トレーニングなどの主要イノベーションプログラムを実施

スタートアップ支援サービス
◼ Mahidol Incubation Programを運営し、プロトタイプ開発資金やビジネスメンタリングを提供
◼ ディープテックチーム向けのメンタリング、コーチング、ビジネスモデル開発支援
◼ ヘルステックおよび工学系スタートアップの産業連携を促進

ホールディング会社

◼ 大学発ディープテックおよびヘルステック企業のスケール化を目的とした正式な投資・事業化部門
◼ スタートアップへの投資、ベンチャーキャピタルとの協業、マヒドン大学の研究から生まれる知的財産を基盤

とした事業の運営
◼ 医薬品、医療機器、栄養補助食品、AIを活用したソリューションなどの研究成果を世界的に競争力のある事

業へ転換することに注力
◼ 現在は移行期にある

重点技術分野
◼ ヘルステック、メドテック・診断、バイオテクノロジー・バイオイノベーション、ディープテック（Lab-to-Market）、

SDGs志向イノベーション

（出所）iNT Mahidol公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Mahidol： スタートアップ・ポートフォリオ

◼ マヒドン大学は、86社のスタートアップ、800件以上の知的財産成果、2億4,000万バーツを超える事業化収益を有する、強力で拡大を続け
るイノベーション・エコシステムであり、大学の研究成果を社会に影響力のある実社会のアプリケーションへと転換する高い能力を反映して
いる

（出所）iNT Mahidol公式ウェブサイトを基にMURC作成
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Mahidol 事例イベント： スタートアップ・イノベーション・ショーケース（Demo Day）

◼ Mahidol Incubation Program 2025 – Startup Innovation Showcaseは、マヒドン大学の技術・イノベーションマネジメント研究所
（iNT） が主催するDemo Dayイベントであり、研究成果に基づくイノベーションの加速を目的としている

◼ 初期段階のディープテック系スタートアップを、産業界、投資家、政府関係者と結びつける場として開催されている

◼ 本Demo Dayでは、7つの研究ベースのスタートアップチームが成果を発表し、そのイノベーションが高い事業化可能性を有することを
示した

◼ これにより、ディープテックおよびヘルステック分野のイノベーション拠点としてのマヒドン大学の地位が強化されるとともに、
官民パートナーとの新たな協力機会の創出にもつながった

（出所）iNT Mahidol公式ウェブサイトを基にMURC作成
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KMITL： スタートアップ・エコシステム概要

◼ 工学および応用科学分野における強みを活かし、KMITLは研究成果の市場化を支援し、ディープテック・スタートアップの創出を促進する
包括的なイノベーション・エコシステムを構築している

カテゴリー 詳細

スタートアップハブ

◼ KRIS KMITL（KMITL Research and Innovation Services） は大学の中核イノベーション拠点として機能し、
スタートアップ、SME、企業、学生、研究者を支援している

◼ インキュベーション、アクセラレーション、アドバイザリーサービス、ビジネス／投資マッチング、イノベーション
支援インフラを提供

主な機能
◼ 研究から事業化までの全プロセスを支援し、アクセラレーター、メンタリング、イノベーションプログラムを提供
◼ 技術トレンドの情報提供、ワークショップ、研究ツール、PR支援などを通じてイノベーション成果の創出を促進

スタートアップ支援サービス

◼ 初期段階ベンチャー向けのインキュベーションおよびアクセラレーション支援を提供し、アイデア段階から市場
投入までをサポート

◼ 社内アドバイザリー、ビジネスマッチング、投資連携、スタートアップ資金調達機会を提供
◼ KMITLビジネススクール・Entrepreneurship & Innovation Center起業教育、学術連携、スタートアッププログ

ラム（例：KBS Hackathon、KBS Entrepreneur Day）を実施

ホールディング会社

◼ KMITLは大学の法人組織としてKMITL Co., Ltd. と連携
◼ KMITL Co., Ltd. は事業化支援を担い、資金プロジェクトへの参画、パートナーシップ管理、助成金プロジェク

トの運営を支援
◼ 欧州連合（EU）など外部投資家が支援する複数の資金調達プログラムにも参加しており、大学関連事業の

管理メカニズムとして機能

重点技術分野 ◼ 先端材料（グラフェン）、航空宇宙・ドローン、半導体・電子、アグリテック、STEM EdTech

（出所）KRIS公式ウェブサイトを基にMURC作成
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KMTIL： スタートアップ・ポートフォリオ

◼ KMITLのスタートアップ・エコシステムは急速に拡大しており、500以上のスタートアップチームと5,500人以上の参加者を支援してきた

◼ 産業界、政府、学術機関との幅広い戦略的パートナーシップを通じて、8,000万バーツ以上のスタートアップ資金を創出し、15件以上の
市場投入に成功した事例を生み出している

（出所）KRIS公式ウェブサイトを基にMURC作成
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KMITL 事例イベント： KMITL Innovation Expo 2025

◼ KMITL Innovation Expo 2025 は、タイ最大級のイノベーション展示イベントの一つであり、最先端技術、インタラクティブ・ワークショップ、
スタートアップ主導のアイデアチャレンジを通じて、KMITL各学部の研究成果を紹介し、創造性、起業家精神、応用研究の促進を目的と
して開催された

◼ 本イベントでは、学生、研究者、スタートアップ、産業パートナーが一堂に会し、イノベーションの可視化が促進されたほか、
ピッチセッションや実践型ワークショップへの積極的な参加が行われた

◼ これにより、KMITLのイノベーション・エコシステムにおける今後の連携および事業化に向けた新たな協力機会が強化された

（出所）KRIS公式ウェブサイトを基にMURC作成
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各大学の技術移転機関（TLO）の運用状況
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テクノロジー・ライセンシング・オフィス／技術移転機関 (TLOs)

◼ タイの技術移転エコシステムは、国家の研究知財と事業化を管理するNSTDA（タイ国立科学技術開発庁）の専門的なTLO部門と、
産学連携イノベーションを加速させる19の大学にわたる技術移転能力を強化するUTLO Thailandによって支えられている 

組織 目的 主要機能と監督体制 スタートアップ支援

Thailand Science 

Park 

(NSTDA)

Thailand Science 

Park (NSTDA)

ワンストップで国家技術ラ
イセンスへのアクセスを
提供

移転可能な技術の公開と
ライセンスへのアクセス提供

スタートアップが技術を見つけ、
ライセンスを取得するための中央
ポータル

NSTDA – Technology 

Licensing Office

 （国家 TLO）

NSTDAの研究知財を管
理し、ラボから市場への
展開（研究成果の事業化）
を可能にする

主要セクターにわたる知財管理、
ライセンス供与、技術移転

中小企業やスタートアップ向けの
ライセンス供与、ライセンス取得後
の成長支援

EECi – Technology 

Licensing Service

（地域／イノベーション
推進地域 TLO）

EECi地域における
NSTDAの事業化を拡大

技術移転の促進、知財アドバイザリ
ー、研究者と産業界の連携

移転準備の整った技術の提供、
R&Dリスクの軽減、協業サポート

NSTDA – TMC / 

BIOTEC
事業化を加速し、ディープ
テックの設立を支援

ライセンス供与、共同出資（NIC)、
ITAP専門家サポート

資金調達、知財ライセンス供与、
スタートアップ向けのThailand 

Tech Showの開催

UTLO Thailand

 

Network of 19 Thai 

universities

（大学 TLO）

大学の知財管理および
技術移転能力を向上

トレーニング、ベストプラクティス
（成功事例）の共有、移転可能な
知財の管理

大学スピンオフの支援、スタート

アップが大学の技術へアクセスが
可能な環境構築

(出典) NSTDAおよびUTLOの公式ウェブサイトに基づきMURCを作成
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Thailand Science Park (NSTDA)

◼ Thailand Science Parkは、タイで最初かつ最大の科学、技術、イノベーションのハブであり、政府の研究機関、民間企業、学術パートナ
ーを結びつける国家研究開発プラットフォームとして機能している

◼ 3,000人を超える研究者と、多国籍企業40%以上を含む120社以上の技術系企業が集まっている

カテゴリー 詳細

テストサービス
◼ NSTDAのラボを通じた製品テスト（電子機器、

材料、バイオテック、ナノ、セラミックス）

研究開発サポート ◼ 企業向けの共同研究と技術支援

資金支援 ◼ 税制優遇措置および研究開発特権

ビジネスサポート ◼ 技術ライセンスおよび知財サービス

サポートとサービス

◼ タイ・サイエンスパーク（NSTDA）は、複数の専門的なTLO（技術移転機関）を中心とする、国の統合的イノベーションサービスプラット
フォームとして機能している
⚫ 国家の知財管理（NSTDA-TLO）、EECiにおける地域的な技術移転、およびNSTDA-TMC/BIOTECを通じたディープテクノロジーの

事業化が含まれる

◼ これらのTLOは連携して知的財産を管理し、移転準備の整った技術を特定し、産業界やスタートアップに向けて研究の成果の事業化を
推進している

(出典) NSTDA公式ウェブサイトに基づきMURC作成
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UTLO Thailand

◼ 全国の19の大学の連携組織であるUTLO Thailandは、知財管理能力の向上、TLO（技術移転機関）担当者のトレーニング、
ベストプラクティス（成功事例）の共有、大学スピンオフおよびスタートアップ形成の支援を通じて、大学の技術移転の強化に力を入れている

◼ 大学が移転可能な知財を管理し、産業界とより効果的に連携できるようにするための全国的なネットワークとして機能している

カテゴリー 主なサポートとサービス

知財管理サポート
大学の知財ポリシーおよびガバナンスに関するガイダンス

知財の出願、評価、標準的な手続きに対するサポート

技術移転機関の能力向上
TLO担当者向けのトレーニング（ライセンス供与、交渉、事業化）

効果的な技術移転ワークフロー構築のためのコーチング

技術移転サポート
標準化された技術オファーの開発

大学間でのベストプラクティスの共有

産業界との連携
産学連携のネットワーキングおよびマッチングの促進

共同研究の支援

スピンオフ、スタートアップ支援
大学スピンオフ（大学発ベンチャー）設立メカニズムの構築支援

スタートアップにおける大学技術へのアクセスを実現

全国のネットワークの調整
19大学の技術移転ネットワークの調整・連携推進

共通の基準、テンプレート、ガイドラインの推進

サポートとサービス

■ UTLO Thailandは、全国の大学の技術移転能力を強化および標準化し、知財の効率的な管理、研究の事業化、および産業界との
より効率的な協業を可能にするために設立された

(出典) UTLO Thailand公式ウェブサイトに基づきMURC作成
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V. タイの既存投資家に関する調査
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タイの投資家の特徴
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タイの既存投資家の特徴

ベンチャーキャピタル
（VC）

コーポレート
ベンチャーキャピタル
（CVC）

日本の投資家

◼長年タイに拠点を構えてきた日本企業は、スタートアップ投資を通じて新たな成長
機会を模索している

◼特に小売、ディープテック、デジタルイノベーション分野では、タイの有望なスタート
アップから次世代の技術革新やビジネス革新が生まれる可能性があると見込む企
業もあり、今後の協業余地が存在する

◼スタートアップ投資の拡大を背景に、SET 50企業のほぼすべてがCVCを設立、
またはグループ内に投資部門を有している

◼投資対象は各企業の主力事業に関連する分野が中心だが、一部の企業は既存の
枠組みにとらわれず、主力事業領域以外への挑戦的な投資にも積極的に取り組ん
でいる

◼VCはタイのスタートアップ・エコシステムの中心的存在であり、平均投資額は一件
あたり約300万～400万米ドルと安定している

◼現時点で最も活発なVCは、500 Tuktuk、Ardents、Exparaなどである

タイの既存投資家の特徴

Confidential

◼ タイの既存投資家の特徴は以下のとおりである

◼ タイ国内における投資には特に慎重な傾向が見られ、投資家層も比較的若い点が特徴である
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タイの既存投資家が直面する主な課題

VCやCVCにとっては、投資サイクルを維持するための流動性が不足しており、スタートアップへの投資を
検討する企業にとっても、コミットメントの欠如やミスマッチが潜在的な投資機会を阻害している

エグジットおよび流動性
の欠如

マッチングの不適合

成長志向に欠ける
マインドセット

◼ 多くの企業や投資家は、タイの起業家が早い段階で成長の限界に直面し、販売を国内市場に限定したり、
大企業による買収を最終的な成果とみなす傾向がある点を課題として指摘している

◼ 真のコミットメントや長期的なビジョンが欠けている場合、投資家は持続的な成長や市場拡大の可能性を
見いだせないため、スタートアップから撤退する傾向がある

◼ 政府機関や企業によるイベントは頻繁に開催されているものの、多くの投資家、特に事業会社側からは、
スタートアップと企業がこうした場を通じて十分なマッチングを実現できていないとの指摘がある

◼ この課題に対応するため、資金力のある一部の企業は「リバースピッチ」方式を取り入れ、自社のニーズ
や課題をスタートアップに直接提示する取り組みを始めている

◼ タイにおけるCVCおよびVCにとって最も深刻な課題の一つは、実現可能なエグジット機会の不足、さらに
は市場全体における流動性の欠如である。これにより、投資家はスタートアップをIPOへと導くことが難しく、
株式を売却して新規事業へ再投資する能力が制限される

◼ タイ国内のエグジット経路は依然として大きな制約があり、多くのタイのスタートアップが海外での上場を
模索する状況にある。その結果、国内エコシステムから潜在的な価値が流出する事態を招いている

タイにおいて既存投資家が直面する主な課題

Confidential
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タイのエコシステムは主に、タイの主要銀行、通信会社、エネルギー企業、保険会社、およびコングロマリットのCVC部門によって牽引されて
いる

親会社の
業界 親会社名 CVC名 注力分野 活動状況

タイの
銀行

SCBX （Siam 

Commercial Bank Group

の親会社）
SCB 10X 

デジタル資産、ブロックチェーン、Web3、
フィンテック、AIや機械学習などのディー
プテック

大規模な投資と国際的な展開で知られる。
最近の投資先にはPokee AI、Ema、
Guardrails AIなどがある

アユタヤ銀行 (Krungsri) Krungsri Finnovate
フィンテック、デジタルトランスフォーメーシ
ョン、ESG

最も活発なCVCの一つであり、体系的に
構築されたPE信託ファンドやテーマ別ファ
ンドを有している

カシコン銀行 (KBank) Beacon Venture Capital
フィンテック、ライフスタイル、AI、エンター
プライズIT、ESG・気候テック

フィンテックや地域のスタートアップへ継続
的に投資。最近の投資先にはNeutreeno

やPlanetFWDなどがある

バンコク銀行 (BBL) Bualuang Ventures

フィンテック、eコマース、AIと自動化、
スマートリビング、ヘルステック、
農業テック 

ユニコーン1社を含むタイ国内での複数の
大規模投資（例: LINE MAN Wongnai, 

GIZTIX, Ricult, Clinixir）

クルンタイ銀行 (KTB) Krungthai Ventures デジタルエコシステム
2024年3月に正式に法人化されたが、公開
投資は未実施

通信
Intouch Holdings

（AISの親会社）
InVent

テクノロジー、メディア、通信（TMT）、デジ
タル分野 

タイのテック系スタートアップ（PeerPower, 

Choco CRMなど）へ積極的に投資

Confidential

（出所）企業ウェブサイトおよび各種データベースを参考に、MURCが作成

Confidential

タイのスタートアップ・エコシステム： CVCの動向(1/2)
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タイのエコシステムは主に、タイの主要銀行、通信会社、エネルギー企業、保険会社、およびコングロマリットのCVC部門によって牽引されて
いる

親会社の
業界 親会社名 CVC 部門名 注力分野 活動状況

エネルギー PTT Group ORZON Ventures
モビリティ、スマートリテール（次世
代小売）、ライフスタイル、ヘルス＆
ウェルネス、トラベル 

タイと東南アジアのユニコーン企業1社と
ケンタウロス企業（評価額1億ドル以上の
スタートアップ）3社を含む80社以上の
スタートアップを支援（例: Pomelo, 

Carsome, Freshket, GoWabi, Protomate）

保険
Muang Thai Life 

Assurance (MTL)

Fuchsia Venture 

Capital (Fuchsia VC)

保険テック、ヘルステック、フードテ
ック、健康・長寿関連テック、消費者
向け健康・資産形成テクノロジー

2017年の設立以来、7件の投資を実施。
現在4社のアクティブなポートフォリオ企
業を持ち、1件のエグジットを達成
（例: Alchemy Foodtech）

コングロ
マリット

SCG (Siam Cement 

Group)
AddVentures by SCG

地球温暖化、エネルギーの未来、
コネクティビティと融合、都市化、
ヘルス＆バイオテック、デジタル・
ビジネスモデル

2017年の設立以来、31件の投資を実施。
現在12社のアクティブなポートフォリオ企
業を持ち、9件のエグジットを達成。世界
中で積極的に投資

Sansiri Group Siri Ventures

不動産テック、建設テック、
リビング＆ウェルネステック、
スマートリビング＆IoT、
グリーン＆サステナビリティ

Neuron Mobility、Farmshelf、OnionShack

など6件の投資を実施。通常100万〜500万
ドルの取引に投資

Thai Union Group Thai Union Ventures
フードイノベーション、代替タンパク
質、サステナビリティ

BlueNalu、Aleph Farms、Flying Sparkなど
グローバルで9件のアクティブな投資

Confidential

（出所）企業ウェブサイトおよび各種データベースを参考に、MURCが作成

Confidential

タイのスタートアップ・エコシステム： CVCの動向(2/2)
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タイ主要CVC投資件数ランキング

順位 CVC名 投資件数 国 主要セクター 投資ステージ ポートフォリオ企業（投資先）*

1
InVent (Intouch 

Holdings)
19 タイ テック、フィンテック、 SaaS シリーズ A～グロース

■ Ookbee, PeerPower, Choco 

CRM, Ninja Van, Igloo

2 Krungsri Finnovate 17 タイ
フィンテック、デジタルソリュー
ション

シリーズA以降 ■ Finnomena, Ascend Money

3
Beacon VC 

(Kasikornbank)
16 タイ

フィンテック、消費者ライフス
タイル、AI、エンタープライズ
IT、ESG・気候テック

シード～グロース ■ Jitta, FlowAccount

4
ORZON Ventures 

(Backed by PTT)
11 タイ

モビリティ、スマートリビング、
ライフスタイル、ヘルス&

ウェルネス、トラベル
シリーズA～シリーズB ■ SLEEK EV

5 CyberAgent Capital 9 日本
コンシューマーインターネット、
フィンテック&リテールテック

アーリーステージ～
グロース

■ Horganice, aCommerce, 

Konvy

6 SCB 10X 8 タイ
ブロックチェーン、フィンテッ
ク、ディープテック

シード～シリーズC
■ Fireblocks, Axelar, Guardrails 

AI

7 AddVentures by SCG 5 タイ 産業テック、B2B、デジタル シリーズA、シリーズB
■ Builk, Giztix, GetLinks,, 

Bizongo, Validus

Confidential

（出所）Tracxn、企業ウェブサイトおよび各種データベースを参考に、MURCが作成

*タイのスタートアップは太字で表示

Confidential

前述のセクションでも触れた通り、タイの主要なCVCファンドは主に巨大コングロマリット、特に銀行や多角化された産業グループによって所有・運営
されている
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タイ主要VC投資件数ランキング

順位 VC 名 投資件数 国 主要セクター 投資ステージ ポートフォリオ企業（投資先）*

1 500 Global 62
タイ

（本社は米国）
テック、eコマース、フィンテック シード、シリーズ A ■ Pomelo, aCommerce, Builk

2 Gobi Partners 10 マレーシア
テック、コンシューマー、フィンテ
ック

アーリーステージ～
グロース

■ Pomelo, Ookbee, Eko

3 KK Fund 9 シンガポール マーケットプレイス、フィンテック シード ■ Glints, Kaodim

3 Golden Gate Ventures 9 シンガポール
B2B SaaS、東南アジア全域の
テック

シード～グロース
■ BioSapien, Tarjama, The 

Librarian

4 East Ventures 8 シンガポール
eコマース、農業テック、教育テッ
ク、気候テック、フィンテック

シード～グロース
■ BuzzCommerce, Eko, 

Omise

5 Wavemaker Partners 7
米国 &

 シンガポール
ディープテック、サスティナビリテ
ィ、B2B、IT、フィンテック

アーリーステージ + 

グロース
■ LEMONAIDE, Eazy Digital, 

UpPass, Cube

6 NVEST Venture 6 タイ 消費者、デジタル シード～グロース
■ Globish, ChocoCRM, 

Mercular, Oho Chat

Confidential

（出所）企業ウェブサイトおよび各種データベースを参考に、MURCが作成

Confidential

タイのVCは、多くの関係者から市場の主要な推進力と見なされているが、実際の投資活動の水準は依然として比較的低い状況である。タイ資本による
VCはごくわずかであり、以下の表ではオレンジ色で表示されている

*タイのスタートアップは太字で表示
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VI. スタートアップ企業に関する調査
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ユニコーン企業およびスタートアップの調査概要
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タイのユニコーン企業

以下は、タイのユニコーン企業の一覧である

企業名 創業年 業種 ステージ 主要投資家

1. Flash 

Express
2017年 物流 シリーズF（ユニコーン）

Banyan Ventures, Global PTT, Krungsri Finnovate, 

SCB 10X

2. Ascend 

Money
2013年 フィンテック シリーズD（ユニコーン）

CP Group, Ant Group, Bow Wave Capital 

Management, 三菱UFJ銀行、Krungsri Finnovate

3. Bitkub 2018年 フィンテック
シリーズA（ユニコーン）
IPO準備中

Dtac Accelerate, Siam Rath Group, SeaX Ventures, 

Asphere Innovations

4. LINE MAN 

Wongnai

2018年
(Wongnaiは
2010年)

eコマース
シリーズB（ユニコーン）
IPO準備中

リクルートストラテジックパートナーズ、InVent, GIC, 

LINE, BRV Capital Management, PTT Oil and Retail 

Business, Bualuang Ventures, Taiwan Mobile

5. Omise 2013年 フィンテック シリーズC+（ユニコーン）
East Ventures, 500 Tuktuks, True, SBI インベストメン
ト、Ascend Money, Krungsri Finnovate、三井住友銀行、
三菱UFJ銀行

出所：企業ウェブサイトおよび各種データベースを参照してMURCが作成

Confidential
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タイのスタートアップにみられる主要な成功要因

パートナーシップ

戦略

◼ 政府および規制当局との連携

⚫ 政府機関と協働し、基準や規制の策定に関与することで、明確な規制環境を整備し、確実な成長を実現できる基盤を構築

⚫ タイ中央銀行（BoT）との緊密な連携を通して、新技術の方向性を示すとともに規制議論に影響を与え、スタートアップの視

点を反映させつつ、イノベーションを阻害する法的障害を回避しながらコンプライアンスを維持

◼ 信頼性のための戦略的提携

⚫ 株式、デリバティブ取引、投資顧問業務を専門とするタイの大手証券会社との提携により、投資家に対して暗号資産と従来

型資産の違いを教育し、信頼性と市場理解を強化

⚫ タイ高等教育・科学・研究・イノベーション省傘下の政府研究機関であるNSTDA（国立科学技術開発庁）と協力し、病院向け

ブロックチェーンネットワークを構築することで、ヘルスケア分野でのイノベーションに対する信頼性向上に寄与

◼ 市場認知度と社会への影響

⚫ タイ国政府観光庁との連携により、認知度と導入促進を強化

⚫ 保健省およびバンコク都庁と協力し、公衆衛生および廃棄物管理の取り組みに整合

⚫ 政府の「Kon La Krueng（コン・ラ・クルン）」共同支払い制度（国民数百万人を対象に購入代金の半額を補助する全国的な

経済刺激策）に参加し、タイ市場のニーズに合わせたサービス提供実施

エコシステム

構築

◼ 主力事業を超えたポジショニング
⚫ 単なる取引所としてだけでなく、イノベーションと協業のハブとして会社を位置付け、タイのスタートアップ環境における
    影響力を拡大
⚫ ユニコーン企業の創業者や新進気鋭の起業家を結集し、ネットワークと知識共有を強化することで、エコシステムを積極的に

育成

◼ 教育とコミュニティ形成
⚫ 初心者から上級者までを対象に、暗号資産やブロックチェーンに関するコースを提供するアカデミーを設立
⚫ 学習者がネットワークを広げ、交流し、コミュニティ全体と協働できる機会を創出
⚫ 知識と協働の両方を強化し、リーダー的存在としての役割を確立

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイのスタートアップが直面する課題概要

規制の不確実性と

政府支援の不足

◼ 限られた支援
⚫ 政府はリスク回避的な傾向があるため、他国と比較する

とスタートアップへの直接的な支援が少ない

◼ 規制上の障壁
⚫ タイの法律は大企業に有利で、初期段階のスタートアップ

には不利に働きがち

◼ 不明確なガイダンス
⚫ 金融セクターでは、創業初期にSEC（証券取引委員会）

からの明確な指針がなく、後々コンプライアンス上の課題
発生

◼ 事業運営の複雑さ
⚫ フィンテックのような規制の厳しい業界では、重大な法的

ハードルが存在する。規制は消費者保護や金融の安定
を確保する一方で、事業運営コストを増加させ、イノベー
ションの進展を遅らせる一因

国際展開

◼ 成功モデル再現の難しさ
⚫ タイ国内で成功したビジネスモデルを、他のASEAN諸国

で収益化することは困難

◼ 規制上の障壁
⚫ 周辺国の金融規制の厳しさが、市場投入スピードを低下

させ、コンプライアンスコストを押し上げている

◼ 市場規模の制約
⚫ タイ市場への過度な集中により、スタートアップのユー

ザーベースがインドネシアなどの大規模市場と比較して
相対的に小さくなり、事業拡張性に制約が生じている

◼ 規制の明確化の推進
⚫ 省庁内にスタートアップ向けの専任チームを設置し、明

確で一貫したガイダンスを提供

⚫ これらの部署は直接の窓口として機能し、スタートアップ
が担当官に容易にアクセスし、面談を設定し、タイム
リーな規制支援を受けられるようにする

⚫ 特にフィンテックやデジタル分野において、スタートアッ
プ向けに簡素化された規制ロードマップを公開する

◼ エコシステム連携の強化
⚫ 政府機関主導のもと、スタートアップの意見を集約する

ワーキンググループを設立し、規制改善の提案を政策
決定者に届ける仕組みを整備

⚫ この取り組みにより、スタートアップの声が政策に反映さ
れやすくなり、提言力が高まり、より迅速で支援的な規
制環境の形成が進む

◼ グローバルなマインドセットの育成
⚫ 政府機関は、スタートアップ企業が創業初期から海外展

開を前提にした製品やサービスを設計できるよう教育プ
ログラムを提供

◼ 政府による信頼性向上の支援
⚫ 政府機関からの公式な推薦は、新規市場に参入するス

タートアップにとって信用を得るうえで強力な後押しとなり
得る

⚫ このような認知は信頼性を高め、潜在的なパートナーや
顧客に安心感を与え、導入スピードの加速につながる

課題 解決策

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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タイのスタートアップが直面する課題概要

国内投資の不足と

資金調達の難しさ

◼ 未成熟な投資文化
⚫ タイのスタートアップ文化はまだ発展途上であり、VCやエ

ンジェル投資家の参加も限定的

◼ リスク回避傾向
⚫ タイの企業や個人投資家の多くは安定した収益を重視し、
    成功が証明されるまで早期段階の投資に消極的

◼ 資金調達の壁
⚫ スタートアップは、高いリスク認識、実績不足、規制の複

雑さといった要因により資金獲得に苦戦している。特に
フィンテック分野では、デジタル決済市場が未成熟で収益
性も不透明なため、投資家の慎重姿勢が顕著

◼ 事業運営上の負担
⚫ 顧客を獲得するためには、長期的な研究開発投資が必

要となるケースが多く、前払いがないため初期段階の企
業にとっては資金繰りが厳しくなり、事業継続性や成長ス
ピードに制約が生じる

スタートアップの

エグジット

◼ IPOの障壁
⚫ タイ証券取引所への上場は、SEC（証券取引委員会）の

厳格な要件を満たす必要があり、強固な内部統制システ
ムの構築が求められる。上場準備には通常2〜5年の期
間を要すため、スタートアップにとってハードルとなる

◼ 市場の流動性不足
⚫ タイの資本市場は、香港などの地域ハブ市場に比べて流

動性が低く、国内でのエグジットの魅力が低い。その結果、
BitkubやLINE MAN Wongnaiといったユニコーン企業は、
タイでの上場計画を一時停止し、他の市場でのIPOを模
索している

◼ 政策および規制面での支援

⚫ 初期段階のスタートアップ投資に対する税制優遇措置や
税控除を導入することで投資促進を図る

⚫ フィンテックやデジタル関連スタートアップに対する規制
手続きを簡素化し、参入障壁を低減する

◼ 資金面での支援

⚫ スタートアップの初期費用負担を軽減するため、事業初
期の導入フェーズにおいて補助金またはコスト分担制度
を提供する

⚫ 大学が研究者の給与をカバーする仕組みに類似した資
金制度を導入し、スタートアップの初期段階における人
件費を支援する。初期段階の給与支援を行うことで、ス
タートアップの財務的負担軽減やチームの安定性確保
が可能になり、目先の資金繰りのプレッシャーではなく、
イノベーションや事業化に集中できるようになる

◼ キャパシティ・ビルディング（能力強化プログラム）
⚫ スタートアップが早期に内部統制システムやガバナンス

を整備できるよう、研修やアドバイザリーサービスを提供
することにより、従来2〜5年かかる上場準備期間を短縮
し、成長加速を可能にする

◼ 市場流動性の向上
⚫ タイのスタートアップ市場に積極的に参加する機関投資

家に対し、税制優遇措置や補助金を導入することで投資
参加を促進し、市場全体の活性化につなげる

⚫ タイに拠点を維持しながら、香港やシンガポールなど流
動性の高い市場との二重上場を可能にする制度を整備
する

課題 解決策

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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日本企業との協業

タイのスタートアップ企業にとって、日本は重要な市場であり、福岡市などの自治体や日本企業との連携がすでに進められている

スタートアップ企業は、政府支援のアクセラレータープログラム、本社との直接的なつながり、
信頼性を高める承認を活用することで、日本企業との連携を一層深めることができる

◼ 日本本社への直接アクセスの強化

スタートアップが日本との協業をさらに発展させる方法

◼ 日本市場への参入を支援するアクセラレーター
プログラム

日本本社との連携支援

◼ 多くのスタートアップは 日本
企業の現地支社止まりで、
本社レベルの意思決定者
につながれないという課題
を抱えている。日本本社と
直接つながるための支援が
あれば、パートナーシップの
機会が大幅に広がる可能
性がある

政府による後押し

◼ 日本企業は、協業や提携の
前に、実際の成功事例や実
証結果を求める傾向が強い。
政府機関からの公式な支援、
推薦、認証は、スタートアッ
プにとって強力な信頼性の
証となり、日本企業からの評
価や関心を高める効果が
ある

マインドセットの転換

◼ 政府機関がアクセラレーター
プログラムを支援・拡充する
ことで、スタートアップの日本
市場への参入と事業拡大を
後押しすることができる。こ
れらのプログラムは、スター
トアップに対して市場理解を
深める大きな機会を提供し、
日本企業との連携や事業展
開を加速させる基盤となる

日本的ビジネス文化への適応

◼ スタートアップは、日本のビ
ジネス文化で高く評価されて
いる協働経験を積極的に育
むことが重要である。こうし
た経験を積むことで、日本市
場での信頼構築と成功への
可能性を大幅に高めること
ができる

出所：聞き取り調査を基にMURCが作成

Confidential
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スタートアップの調査
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タイには現在ユニコーン企業が5社しか存在しないものの、政府による支援策や進行中のデジタル変革を背景に、スタートアップ・エコシステ
ムは今後大きな成長と拡大が期待される

企業名
直近の収益

（百万米ドル）
業界

Flash 

Express
785.8 ロジスティック

Ascend

Money
16 フィンテック

Bitkub 60 仮想通貨

LINE MAN 

Wongnai
515.7 eコマース

Omise 42.85 フィンテック

出所：Tracxnおよび各種データベースを参照し、MURCが作成

Confidential

シンガポール
27

インドネシア
14

ベトナム
8

タイ
5

フィリピン
3

マレーシア
2

ASEANにおけるユニコーンの数

Confidential

タイにおけるユニコーン企業の現状
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ご利用に関する注意事項
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